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【
要
約
】
　
土
地
利
用
を
具
体
的
に
記
載
し
た
史
料
を
整
理
し
、
現
地
比
定
を
試
み
る
と
、
平
安
期
の
大
和
盆
地
の
条
里
地
割
内
部
に
は
、
荒
地
な
ど
の
耕

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
あ
　
　
へ

地
で
な
い
部
分
や
事
実
上
の
畠
が
意
外
に
多
く
、
ま
た
現
作
率
が
低
い
場
合
や
た
と
え
作
付
し
て
も
収
穫
不
能
な
場
合
も
多
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

し
か
も
、
弘
福
寺
領
・
栄
山
寺
領
・
稲
告
名
負
田
・
今
吉
負
田
な
ど
の
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
微
地
形
条
件
や
灌
概
状
況
に
規
制
さ
れ
て

ほ
と
ん
ど
余
儀
な
く
生
じ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
そ
の
灌
概
条
件
に
つ
い
て
の
質
的
な
検
討
と
、
そ
の
空
間
的
な
広
が
り
状
態
に
つ
い
て
の
分
析
の
試
み
を
農
継
し
、
大
和
盆
地
の
灌
概
に
不

可
欠
で
あ
っ
た
皿
池
の
大
部
分
が
、
平
安
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
、
従
っ
て
当
期
の
灌
概
条
件
は
一
般
に
か
な
り
悪
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

も
推
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
一
巻
三
号
　
一
九
七
八
年
五
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
近
畿
地
方
や
そ
の
周
辺
の
平
野
部
に
お
け
る
耕
地
の
多
く
は
、
一
町
方
格
の
径
溝
網
に
規
制
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
条
里
地
割
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
時
代
以
後
、
す
な
わ
ち
「
地
籍
図
」
に
よ
っ
て
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
比
較
的
容
易
に
詳
細
な
土
地
利
用
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に

お
い
て
は
、
こ
の
条
里
地
割
内
部
は
良
質
な
水
田
が
充
填
し
て
い
る
か
、
も
し
く
は
一
筆
一
筆
の
耕
地
が
各
々
水
田
と
微
高
な
畑
地
と
に
分
け

ら
れ
た
桑
畑
（
半
田
）
分
布
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
が
、
必
ず
し
も
条
里
地
割
そ
の
も
の
の
施
行
時
と
直
結
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
い
こ
と
は
先
に
明
示
し
た
。
例
え
ば
条
里
制
施
行
地
に
お
け
る
島
畑
景
観
の
形
成
起
源
は
、
十
三
・
十
四
世
紀
前
後
に
推
定
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
当
時
の
土
地
利
用
集
約
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
自
然
堤
防
帯
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
一
定
の
微
地
形
条
件
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
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か
し
、
島
畑
景
観
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
な
時
期
以
前
に
お
け
る
条
里
地
割
内
部
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
検
討
を
加
え
る
べ
き
余
地

が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
平
安
期
に
お
け
る
条
里
地
割
内
部
の
農
業
的
土
地
利
用
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
具
体
的
に
検
討
し
て
み
た

い
。
こ
の
目
的
の
為
に
、
条
里
地
割
の
施
行
が
最
も
よ
く
貫
徹
し
、
か
つ
土
地
利
用
を
記
載
す
る
文
献
史
料
も
多
い
大
和
盆
地
を
当
面
の
分
析

対
象
と
し
た
い
。
大
和
盆
地
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
筆
者
の
現
状
で
の
能
力
の
限
界
か
ら
み
て
も
す
で
に
過
大
で
あ
る
こ
と
は
と
も
か
く
と
し

て
、
地
形
的
に
完
結
し
た
範
囲
で
あ
り
、
同
時
に
例
え
ば
河
内
平
野
に
お
け
る
大
禰
川
付
け
替
え
の
よ
う
な
、
灌
概
条
件
復
原
の
基
盤
を
根
底

か
ら
く
つ
が
え
す
よ
う
な
変
化
を
想
定
し
な
く
て
よ
い
、
と
い
う
便
宜
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
灌
概
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
土
地
利
用
の
考

察
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
大
和
盆
地
を
一
貫
し
て
完
結
し
た
水
利
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
へ
の
水
の
流
入
最
と
、
そ
こ
か
ら
の
流
出
蚤
を
ほ
ぼ
現
状
と
同
様
に
想
定
し
て
大
過
な
い
こ
と
に
な
り
、
盆
地
内
部

に
お
け
る
変
化
の
状
況
の
み
に
注
目
し
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
前
提
は
歴
史
時
代
に
お
け
る
気
候
変
化
が
大
き
け
れ
ば
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

幅
に
考
察
の
意
味
を
減
ず
る
。
従
っ
て
、
以
下
の
検
討
・
立
論
は
、
現
在
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
る
範
囲
内
で
の
気
候
変
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も

論
旨
が
成
立
す
る
限
度
内
で
進
め
て
行
き
た
い
。

　
尚
、
昭
和
三
一
年
以
後
、
紀
ノ
川
か
ら
分
水
嶺
を
越
え
て
大
和
盆
地
へ
用
水
が
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
で
は
そ
れ
以
前
の
状
態
を
基
準

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。
以
下
の
論
述
に
お
い
て
は
、
最
近
の
大
規
模
な
変
化
を
い
ち
い
ち
捨
象
す
る
表
現
を
省
略
す
る
た
め
に
、
「
現
状
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
い
う
言
葉
を
昭
和
二
ケ
年
代
～
三
学
年
代
前
半
の
状
況
を
さ
す
も
の
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
御
了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
さ
て
、
こ
こ
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
は
す
で
に
足
利
健
亮
が
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
条
里
制
あ
る
い
は
古
代
・
中
世
の
耕
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
め
ぐ
る
膨
大
な
研
究
蓄
積
と
も
直
接
・
間
接
に
か
ら
ま
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
史
は
服
部
昌
之
の
展
望
論
文
に
詳
し
い
の
で
再
言
の
必

要
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
小
稿
で
の
検
討
に
直
接
関
連
す
る
も
の
の
み
に
限
定
し
て
も
、
最
近
の
い
く
つ
か
の
す
ぐ
れ
た
研
究
に
は
ふ
れ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
⑦
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ
は
戸
田
芳
実
・
稲
垣
泰
彦
な
ど
に
よ
る
耕
地
の
性
格
に
重
点
を
お
い
た
研
究
で
あ
り
、
他
は
泉
谷
康
夫
・
高
重
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平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

⑩
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

進
・
木
村
茂
光
な
ど
に
よ
る
畠
に
注
目
し
た
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
岡
謙
二
郎
等
、
浮
田
典
良
、
堀
内
義
隆
、
小
林
重
幸
、
野
崎
清
孝
な
ど
、

大
和
の
歴
史
時
代
の
土
地
利
用
や
灌
概
を
テ
…
マ
と
し
た
研
究
に
も
導
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
戸
田
は
栄
山
寺
領
を
中
心
と
し
た
分
析
か
ら
、
平
安
期
に
は
［
か
た
あ
ら
し
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
不
安
定
な
土
地
利
用
し
か
行
わ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

か
っ
た
耕
地
の
存
在
を
み
ご
と
に
実
証
し
、
再
遊
は
大
和
国
東
大
寺
領
小
東
荘
の
詳
細
な
現
地
調
査
を
ふ
ま
え
た
事
例
研
究
に
お
い
て
、
十
二

世
紀
中
葉
に
は
、
当
時
の
技
術
レ
ベ
ル
に
お
け
る
荘
域
内
の
開
拓
し
う
る
す
べ
て
の
土
地
が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
、
こ
の
こ
ろ
先
進
地
帯
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
て
は
不
安
定
耕
地
の
安
定
化
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
戸
田
の
明
示
し
た
不
安
定
耕
地
が
、
二
半
制
的
な
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

業
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
す
る
高
昇
進
の
見
解
も
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　
一
方
、
泉
谷
は
平
安
時
代
の
畠
制
度
を
分
析
し
、
高
重
も
「
条
里
制
下
の
畠
地
の
存
在
形
態
」
に
つ
い
て
解
明
を
進
め
、
最
近
木
村
は
平
安

期
頃
の
贔
作
の
安
定
度
の
問
題
や
二
毛
作
の
問
題
と
い
っ
た
畠
作
の
集
約
度
と
領
有
関
係
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
分
析
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
お
け
る
指
摘
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
特
に
、
軍
門
が
「
畠
を
水
田
化
す
る
こ
と
が
な
い
恒
常
的
な
畠
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
定

畠
と
水
田
化
す
る
こ
と
の
あ
る
田
畠
と
の
二
種
類
」
の
畠
の
存
在
を
推
定
し
、
小
束
荘
の
坪
付
に
み
え
る
「
造
畠
」
も
「
こ
の
よ
う
な
田
ど
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ろ
の
畠
を
示
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
木
村
が
、
戸
田
の
析
出
し
た
栄
山
寺
領
の
四
ケ
坪
の
安
定
耕
地
の
う
ち
三
力
坪
が
聖
地
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

畠
地
が
し
ば
し
ば
能
筆
率
の
高
い
安
定
し
た
耕
地
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に
注
意
を
払
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
と
こ
ろ
で
、
先
に
筆
老
も
ま
た
島
畑
形
成
の
社
会
的
・
経
済
的
条
件
を
さ
ぐ
る
目
的
で
畠
に
つ
い
て
の
整
理
を
試
み
た
。
島
畑
の
造
成
と
い

う
形
で
の
土
地
利
用
集
約
化
は
、
建
地
の
膚
利
な
利
用
お
よ
び
水
田
部
分
の
質
の
向
上
と
い
う
形
で
具
体
的
に
は
出
現
す
る
。
こ
の
場
合
の
水

田
の
質
の
向
上
、
換
言
す
れ
ば
良
田
化
は
、
何
よ
り
水
が
か
り
を
よ
く
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
灌
概
設
備
や
用
水
量
に
よ
っ
て
で
は
な
く
水
田

の
面
積
の
眼
定
や
水
田
の
地
下
げ
に
よ
っ
て
灌
概
条
件
を
向
上
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
耕
地
の
安
定
も
し
く
は
不
安
定
、
あ
る
い
は
集
約
化
が
、

灌
概
条
件
の
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
む
ろ
ん
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
灌
概
条
件
が
主
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
容
易

に
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
上
述
の
諸
先
学
の
指
摘
を
も
、
改
め
て
灌
概
条
件
に
視
点
を
据
え
た
上
で
考
え
て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
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思
う
。

　
従
っ
て
、
以
下
、
ま
ず
田
・
畠
・
荒
な
ど
の
分
布
状
況
の
整
理
、
現
作
率
の
整
理
、
得
田
・
誉
田
の
整
理
な
ど
を
行
っ
て
、
そ
れ
ら
と
灌
概

条
件
と
の
関
連
を
究
明
し
、
そ
の
上
で
、
現
在
の
大
和
盆
地
の
灌
概
に
多
大
の
役
割
を
果
し
て
い
る
多
数
の
溜
池
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
皿
池

に
よ
る
灌
概
網
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
の
試
論
も
展
開
し
て
み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
雨
霰
条
件
を
考
え
る
に
際
し
て
、
ま
ず
重
要
な
の
は
微
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

形
条
件
の
分
析
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
広
言
の
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
微
地
形
条
件
と
表
裏
一
体
と
も
云
え
る
地
割
に
つ
い
て

も
留
意
し
つ
つ
考
え
て
い
き
た
い
。

①
　
拙
稿
「
条
里
舗
施
行
地
に
お
け
る
島
畑
景
観
の
形
成
」
（
『
地
理
学
評
論
』
四
九

　
－
四
）
、
一
九
七
六
年
。

②
　
例
え
ば
、
山
本
武
夫
『
気
候
の
語
る
日
本
の
歴
史
』
、
一
九
七
六
年
。

③
　
大
規
模
な
都
市
化
の
進
行
以
前
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
後
に
使
用
す
る
昭
和
二

　
八
年
の
『
奈
良
県
溜
池
台
帳
』
及
び
『
大
和
平
野
水
利
系
統
図
』
の
終
期
と
も
合

　
致
す
る
の
が
理
由
で
あ
る
。
ま
た
吉
野
川
か
ら
の
引
水
も
昭
和
三
｝
年
か
ら
は
じ

　
ま
っ
た
と
は
い
え
、
当
初
は
毎
秒
○
、
一
t
に
過
ぎ
ず
、
昭
和
四
九
年
か
ら
の
毎

　
秒
九
、
九
一
t
に
比
べ
わ
ず
か
で
あ
る
。

④
足
利
健
亮
「
日
本
・
古
代
」
（
藤
岡
謙
二
郎
編
『
歴
史
地
理
学
（
朝
倉
地
理
学

　
講
座
7
）
』
　
一
九
六
七
年
）
は
、
高
重
進
・
宮
本
救
・
戸
田
芳
実
の
研
究
を
ふ
ま

　
え
て
、
古
代
あ
る
い
は
中
世
の
土
地
利
用
の
地
理
学
的
研
究
の
必
要
性
を
述
べ
て

　
い
る
。

⑤
服
部
昌
之
「
条
里
制
研
究
の
課
題
と
方
法
」
（
『
人
文
地
理
』
二
五
－
二
）
｝
九

　
七
三
年
。
尚
、
小
稿
は
一
九
七
二
年
六
月
二
四
日
の
人
文
地
理
潤
飾
歴
史
地
理
部

　
会
に
お
い
て
発
表
し
た
も
の
（
要
旨
、
『
人
文
地
理
』
二
四
－
五
）
に
加
筆
、
成

　
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
服
部
論
文
に
は
既
に
「
地
域
論
的
研
究
」
の
　
つ
と
し

　
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

⑥
　
戸
田
芳
突
「
中
世
初
期
農
業
の
一
特
質
－
見
作
と
年
荒
を
め
ぐ
っ
て
一
1
」

　
（
京
都
大
学
文
学
部
読
史
会
編
『
園
史
論
集
一
』
）
一
九
五
九
年
。

　
　
同
二
〇
一
＝
瓢
世
紀
の
濃
業
労
働
と
村
落
－
荒
田
打
ち
を
中
心
と
し
て

　
i
」
　
（
大
阪
歴
史
学
会
編
『
中
世
社
会
の
成
立
と
展
開
』
）
｝
九
七
六
年
。

⑦
稲
垣
泰
彦
「
初
期
名
田
の
構
造
i
大
和
国
大
田
犬
丸
名
に
つ
い
て
i
」

　
（
稲
垣
・
永
原
編
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
）
　
一
九
六
二
年
。

⑧
河
音
能
平
「
二
毛
作
の
起
源
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
七
七
）
一
九
六
五

　
年
、
大
石
直
正
「
一
一
・
一
二
世
紀
の
十
…
地
の
種
類
と
そ
の
利
用
耕
営
の
状
能
…
」

　
（
豊
田
武
編
『
産
業
史
』
1
）
一
九
六
四
年
な
ど
。

⑨
　
泉
谷
康
夫
「
奈
良
・
平
安
時
代
の
畠
制
度
」
（
『
史
林
』
四
五
－
五
）
一
九
六
二

　
年
。

⑩
高
重
進
「
条
里
綱
下
の
耕
地
－
畠
地
の
存
在
形
態
の
変
遷
と
そ
の
意
義
i
i
」

　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
　
二
）
一
九
五
七
年

　
　
同
「
古
代
中
世
の
耕
地
に
関
す
る
三
つ
の
問
題
」
（
『
人
文
地
理
』
一
四
1
五
）

　
｝
九
六
二
年
。

⑪
木
村
茂
光
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
畠
作
の
性
格
と
領
有
関
係
」
（
『
日
本
史
研

　
究
』
一
八
○
）
一
九
七
七
年
。

⑫
　
藤
岡
謙
二
郎
・
桑
原
公
徳
・
服
部
昌
之
・
火
脇
保
彦
「
大
和
盆
地
の
条
里
制
地

　
割
に
関
す
る
問
題
」
、
（
藤
岡
編
『
畿
内
歴
史
地
理
研
究
』
）
一
九
五
入
年
。
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⑬
　
浮
田
典
良
「
江
戸
五
代
の
大
和
一
村
落
に
お
け
る
耕
地
と
綿
作
」
（
『
地
理
学
評

　
論
』
三
〇
i
一
〇
）
一
九
五
七
年
。

　
　
同
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
土
地
利
用
の
歴
史
地
理
」
　
（
奈
良
女
子
大
学
地
理
学

　
制
教
室
編
『
奈
山
艮
盆
地
』
）
　
　
九
六
㎝
年
。

⑭
　
堀
内
義
隆
「
奈
良
盆
地
に
於
け
る
水
利
慣
行
の
研
究
l
I
富
雄
川
流
域
の
場
合

　
－
」
　
（
『
人
文
地
理
』
四
一
四
）
一
九
五
二
年
。

　
　
同
「
濯
漉
構
造
か
ら
み
た
る
奈
良
盆
地
の
地
域
性
」
（
『
地
理
学
評
論
』
二
八
－

　
七
）
一
九
五
五
年
。

　
　
問
「
大
和
川
上
流
域
の
灌
概
水
利
の
研
究
」
　
（
奈
良
女
子
大
学
地
理
学
教
室
編

　
『
奈
良
盆
地
』
）
一
九
六
一
年
。

　
　
同
「
奈
良
盆
地
に
お
け
る
部
落
の
水
利
構
造
に
つ
い
て
の
研
究
」
（
『
地
理
学
評

　
論
瞼
三
九
i
三
）
一
九
六
六
年
。

　
　
同
「
桜
井
市
大
福
村
の
水
利
に
つ
い
て
一
水
利
交
渉
の
一
端
！
」
　
（
堀
井

　
先
生
停
年
退
官
記
念
会
編
『
奈
良
文
化
論
叢
』
）
一
九
六
七
年
。

⑮
小
林
重
幸
「
奈
良
盆
地
の
早
書
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究
（
尊
君
二
と
（
『
地

　
学
雑
誌
』
六
一
六
・
六
一
七
）
一
九
四
〇
年
。

⑯
奈
良
県
農
会
『
奈
良
県
溜
池
整
理
調
査
書
』
、
一
九
〇
六
年
。
農
林
省
京
都
畏

　
地
事
務
局
『
奈
良
平
野
に
お
け
る
農
業
水
利
の
展
開
恥
、
一
九
六
〇
年
、
野
崎
清
孝

　
「
水
利
集
団
の
形
成
と
水
利
構
造
」
（
『
人
文
地
理
』
二
六
－
四
）
｝
九
七
四
年
な
ど
。

⑰
　
戸
田
、
前
掲
⑥
、
｝
九
五
九
年
。

⑱
　
稲
垣
　
前
掲
⑦

⑲
　
高
轟
里
　
晶
削
掲
⑩
、
　
一
九
六
二
年
。

⑳
戸
田
芳
実
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
、
（
一
九
穴
七
年
）
で
は
、
前
掲
⑥

　
（
一
九
五
九
年
）
を
再
録
し
、
高
重
説
を
認
め
て
い
る
。

＠
　
高
重
、
前
掲
⑩
、
｝
九
六
一
一
年

㊧
木
村
、
前
掲
⑬

⑭
　
拙
稿
、
前
掲
①

⑭
　
藤
岡
謙
二
郎
「
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
微
地
形
研
究
の
意
義
と
問
題
点
」
（
『
松

　
下
進
教
授
記
念
論
文
集
』
）
一
九
六
六
、
な
ど
。
拙
稿
、
前
掲
①
。

⑳
拙
稿
「
奈
良
・
平
安
期
の
村
落
形
態
に
つ
い
て
」
（
『
史
林
』
五
四
一
三
）
一
九

　
七
一
年
。

　
　
同
「
地
舗
と
微
地
形
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
月
報
』
一
六
）
一
九
七
六
年
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
土
地
利
用
の
諸
事
例

　
管
見
の
土
地
利
用
に
関
す
る
事
例
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ω
　
八
世
紀
後
半
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
額
安
寺
伽
藍
並
び
に
寺
領
図
」
に
は
、
　
門
公
田
・
田
・
公
野
」
な
ど
の
地
目
の
記
載
や
丘

陵
・
林
・
池
な
ど
と
思
わ
れ
る
絵
図
的
表
現
の
他
に
寺
領
を
中
心
と
し
た
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。
　
「
寺
田
・
迫
田
・
厩
田
」
な
ど
田
の
合
計
が

九
町
五
段
三
二
一
歩
、
畠
が
二
町
六
四
歩
、
そ
の
ほ
か
寺
岡
・
栗
原
・
笠
原
・
寺
院
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
の
大
和
郡
山
市

額
田
部
南
町
の
丘
陵
部
周
辺
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
の
地
籍
図
当
時
と
比
較
す
る
と
、
田
の
比
率
が
相
当
低
く
、
畠
・
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栗
原
・
楊
原
な
ど
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。

　
②
　
天
暦
四
年
（
九
五
〇
）
、
平
城
京
域
左
京
二
・
三
・
四
・
八
条
に
散
在
し
た
東
大
寺
領
九
町
一
段
三
四
〇
歩
の
う
ち
、
水
田
は
四
町
九
段

二
八
○
歩
、
畠
四
町
二
段
｝
三
二
歩
で
あ
り
、
水
田
の
う
ち
見
田
は
四
町
四
段
＝
｝
O
歩
、
残
り
五
段
八
八
歩
は
荒
で
あ
っ
た
（
『
平
安
遺
文
』

二
五
七
号
文
書
、
以
下
（
平
一
二
五
七
）
の
よ
う
に
略
記
）
。

　
㈲
　
東
大
寺
領
城
下
郡
村
急
信
は
、
天
暦
四
年
、
田
五
町
九
段
、
畠
五
段
二
〇
歩
で
あ
っ
た
（
平
一
二
五
七
）
。

　
㈲
東
大
寺
領
添
上
郡
忽
忽
荘
は
、
天
暦
四
年
に
田
五
町
六
段
三
五
〇
歩
と
畠
八
段
一
七
五
歩
か
ら
な
っ
て
お
り
（
平
一
二
五
七
）
、
長
徳
四

年
（
九
九
八
）
に
は
総
面
積
が
一
五
町
三
一
九
歩
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
水
田
は
八
町
で
あ
っ
た
（
平
一
三
七
七
）
。

　
⑤
　
山
辺
郡
一
一
条
三
里
付
近
、
す
な
わ
ち
現
在
の
天
理
市
西
井
戸
堂
付
近
に
存
在
し
た
東
大
寺
領
長
屋
荘
は
、
天
暦
四
年
に
荘
田
二
町
二

段
（
平
1
二
五
七
）
、
長
徳
四
年
に
荘
田
八
町
（
平
一
三
七
六
）
、
大
治
三
年
（
二
二
八
）
に
田
一
〇
町
、
畠
一
（
町
）
（
平
i
二
一
一
九
）
建
仁
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

（
＝
一
〇
三
）
に
田
八
町
三
段
、
畠
二
町
四
段
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
⑥
　
天
喜
五
年
（
一
〇
五
七
）
添
下
郡
盆
石
一
条
一
・
二
里
に
（
平
一
八
六
四
）
、
建
治
元
年
（
＝
一
七
五
）
に
は
四
条
一
・
二
里
と
五
条
一
・
二
里
、

す
な
わ
ち
大
和
郡
山
市
街
地
付
近
と
本
庄
・
杉
付
近
に
所
在
が
確
認
さ
れ
る
東
大
寺
領
清
澄
荘
は
、
田
二
五
町
二
二
九
歩
、
畠
一
町
一
段
一
三

八
歩
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
「
常
荒
井
古
今
年
荒
溝
所
」
が
一
九
町
一
段
一
三
八
歩
に
も
達
し
て
い
た
（
平
－
二
五
七
）
。
建
仁
三
年
（
一
二
〇

三
）
に
は
田
二
六
町
三
段
二
二
〇
歩
、
患
八
町
四
段
＝
二
〇
歩
と
い
ず
れ
も
増
加
し
て
お
り
、
田
の
う
ち
現
作
が
　
｝
三
町
八
段
、
不
作
五
段
目

○
歩
、
常
荒
・
河
成
が
二
十
一
四
〇
歩
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
満
作
の
う
ち
の
定
黒
八
町
六
段
が
、
得
田
四
町
二
一
〇
歩
、
丁
田
四
町
五
段
三

　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

○
歩
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
時
代
は
さ
ら
に
下
る
が
、
建
治
元
年
（
＝
一
七
五
）
の
清
澄
御
荘
亀
田
帳
で
は
「
豊
田
五

町
一
段
七
五
歩
、
県
田
一
町
二
段
一
一
五
歩
、
得
田
一
町
九
段
五
〇
歩
、
野
田
三
町
二
段
二
五
歩
」
と
し
て
い
る
。

　
⑦
天
理
市
櫟
本
付
近
に
位
置
し
た
東
大
寺
領
櫟
荘
は
、
天
暦
四
年
に
は
総
州
数
三
〇
町
五
段
七
二
歩
の
う
ち
、
＝
一
町
七
段
二
七
二
歩
が

「
常
荒
井
古
今
年
荒
」
で
あ
り
、
廻
田
は
一
七
町
七
段
一
六
二
歩
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
治
三
年
（
一
＝
一
八
）
（
平
－
二
一
一
九
）
、
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⑥

保
延
三
年
（
＝
三
七
）
（
平
一
二
三
七
四
）
、
建
仁
三
年
（
＝
一
〇
三
）
に
は
田
あ
る
い
は
作
田
が
三
四
町
前
後
、
畠
が
そ
れ
ぞ
れ
四
町
、
四
町
五
段
、

六
町
五
段
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑧
康
和
五
年
（
二
〇
三
）
の
櫟
北
荘
稲
吉
名
負
田
端
町
は
、
現
在
の
大
和
郡
山
市
石
川
南
部
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
畠
は
八
段
で

あ
り
、
五
町
七
段
が
損
田
で
あ
っ
た
（
平
一
一
五
三
一
）
。

　
⑨
康
和
五
年
の
今
吉
負
高
検
田
帳
（
平
－
一
五
三
〇
）
に
記
さ
れ
た
九
町
九
段
一
八
○
歩
は
、
大
和
郡
山
市
番
匠
田
中
の
菩
提
仙
川
以
北
ξ

中
心
に
存
在
し
た
が
、
干
損
田
九
段
を
含
む
馬
田
五
二
二
段
を
除
い
た
四
町
七
段
一
八
○
歩
の
う
ち
、
　
「
造
畠
」
が
四
町
二
段
一
八
○
歩
を
占

め
、
水
田
は
わ
ず
か
五
段
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
⑩
　
興
福
寺
と
相
論
を
く
り
か
え
し
た
東
大
寺
領
添
上
郡
春
日
荘
は
、
現
在
の
奈
良
市
古
市
付
近
一
帯
に
存
在
し
た
が
、
　
天
治
二
年
（
一
一

二
五
）
（
平
一
二
〇
五
二
）
に
は
合
計
二
五
二
四
二
三
〇
〇
歩
の
う
ち
、
荒
一
町
六
段
、
川
成
一
段
一
八
○
歩
、
蒔
田
六
町
八
段
に
及
び
、
定
得
照

は
一
六
町
九
段
一
二
〇
歩
で
あ
っ
た
。
大
治
二
年
（
一
＝
一
七
）
（
平
一
二
一
〇
一
）
に
は
、
合
計
二
五
町
二
四
〇
歩
の
う
ち
、
荒
一
町
八
段
一
二
〇

歩
、
川
成
一
段
一
八
○
歩
、
損
田
一
町
三
段
、
定
得
田
二
一
落
話
〇
〇
歩
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
⑪
　
大
治
二
年
（
二
二
八
）
の
日
付
の
あ
る
大
和
国
東
喜
色
荘
坪
付
図
に
は
二
七
条
二
里
と
そ
の
北
側
の
里
の
計
一
六
力
坪
に
田
畠
の
所
在

を
記
し
て
お
り
、
そ
の
位
置
は
、
橿
原
市
上
飛
弾
町
付
近
の
飛
鳥
川
東
側
に
当
る
。
坪
付
記
載
の
数
値
は
田
三
町
八
反
余
、
畠
五
町
、
川
・
荒

　
　
　
　
　
　
　
⑨

一
町
五
段
余
と
な
る
。

　
⑫
　
東
大
寺
領
空
喜
殿
荘
は
、
⑪
の
東
喜
殿
荘
の
位
置
と
の
関
連
か
ら
橿
原
市
域
殿
町
付
近
の
飛
鳥
川
西
岸
に
比
定
さ
れ
る
。
こ
の
久
安
三

年
（
一
一
四
七
）
の
五
町
の
う
ち
、
川
成
が
一
町
二
段
、
心
嚢
が
三
町
八
段
で
あ
っ
た
（
平
－
二
六
二
四
）
。

　
⑬
　
橿
原
市
飛
弾
町
付
近
に
推
定
さ
れ
て
い
る
東
大
等
領
飛
騨
荘
は
、
大
治
三
年
（
一
＝
ハ
九
）
に
田
四
町
余
、
語
誌
町
で
あ
っ
た
（
平
－
一
二

一
九
）
。
嘉
応
元
年
（
一
一
六
九
）
に
は
、
都
合
八
町
三
段
四
〇
歩
の
う
ち
、
荒
六
段
な
ど
を
除
く
定
田
が
二
町
三
段
一
二
〇
歩
、
畠
が
三
町
五
段

一
〇
〇
歩
で
あ
っ
た
が
、
戸
田
の
う
ち
わ
け
は
得
田
一
町
三
段
、
損
田
一
町
＝
一
〇
歩
、
畠
の
う
ち
わ
け
は
「
田
畠
」
一
町
三
〇
〇
歩
、
定
畠
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第1表　大和闘弘福寺領の面積と現作面積

一陣・年（…6）1飾・年（…3）永承・年（1・5・）1延久・年（・・72）

9町9段　95歩

2　6　582町0段250歩

7　6　140

5　8　350

29

20
7　291

9　72

44　9　155

12　2　295

o）（6　4

9町9段95歩
（2　9　269　）

7　6　140

9町8段273歩

6　9　296

蜘
鋤

ρ
0
　
【
D

7
　
　
ρ
0

22　6　113

（4Z

　9

8　234

4　120

29

18
7　291

5　16

29

27
7　328

8　28
43

14
2　354

9　101

43

31
3　187

3　200

総面積
工作ク

総面積
現作〃

総面積
現作〃

総面積
田作ク

高市郡

十市郡

山辺郡

広瀬郡

（注）本文第三章｛1｝を参照のこと。数値は各文書の閏所勧注合計が記載されている揚合はそれを，

　　ない場合は坪付勘注の合計値を示した。

二
町
四
段
，
一
六
〇
歩
で
あ
っ
た
（
平
一
三
五
一
六
）
。
さ
ら
に
下
っ
て
、
建
仁
三
年
に
は
現
作
田

四
町
七
段
七
〇
歩
、
畠
三
町
二
段
三
〇
〇
歩
で
あ
り
、
現
作
田
の
う
ち
の
定
田
二
町
三
段
＝
】

○
歩
の
う
ち
わ
け
は
損
田
一
町
二
段
二
四
〇
歩
、
得
田
一
町
一
八
○
歩
、
畠
の
う
ち
の
「
見
畠
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

二
町
三
段
の
う
ち
わ
け
は
損
六
段
二
四
〇
歩
、
得
一
町
一
段
三
〇
〇
歩
で
あ
っ
た
。

　
α
φ
　
著
名
な
一
乗
院
領
池
田
荘
で
は
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
の
坪
付
の
合
計
三
六
町
一
八

○
歩
の
う
ち
に
、
池
四
町
八
段
、
量
敷
等
一
町
三
段
一
八
○
歩
、
常
荒
七
段
八
○
歩
、
年
荒
六

〇
歩
、
畠
六
段
を
含
ん
で
は
い
た
が
、
水
田
の
比
率
は
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に

は
損
二
四
町
三
段
二
五
〇
歩
、
損
畠
一
段
六
〇
歩
が
あ
っ
た
（
『
鎌
倉
遺
文
』
二
〇
一
号
文
書
、

以
下
（
鎌
一
二
〇
一
）
の
よ
う
に
略
記
）
。

　
⑯
r
や
は
り
文
治
二
年
の
大
乗
院
領
繊
雲
荘
（
鎌
一
二
〇
三
）
で
も
、
計
三
二
町
二
段
一
八
○

歩
の
う
ち
に
、
屋
敷
一
町
六
段
、
常
荒
・
川
成
六
段
二
二
〇
歩
、
一
荒
四
〇
歩
、
畠
九
段
な
ど

を
含
ん
で
い
た
が
、
水
田
の
比
率
は
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
⑯
　
建
仁
三
年
の
東
大
寺
領
薬
園
荘
は
畠
三
四
町
一
段
一
八
○
歩
、
田
五
二
町
四
段
一
五
〇

歩
と
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
畠
は
現
作
二
三
町
七
段
六
〇
歩
、
不
作
七
町
九
段
三
〇
〇
歩
、
常

荒
二
町
四
段
一
八
○
歩
で
あ
り
、
田
は
平
作
四
三
町
三
段
三
〇
〇
歩
、
不
作
五
一
二
段
三
三
〇

歩
、
常
荒
々
町
一
段
三
〇
〇
歩
で
あ
っ
た
。
現
作
田
の
う
ち
定
田
は
一
七
町
一
段
三
三
〇
歩
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
得
田
が
九
町
二
段
三
四
〇
歩
で
あ
っ
た
。
時
期
が
下
る
例
で
あ
る
が
、

留
意
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
⑰
　
上
述
の
稲
垣
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
大
田
犬
丸
名
1
小
束
荘
で
は
、
永
承
元
年
（
一
〇
四
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平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

六
）
の
四
町
三
段
二
四
〇
歩
か
ら
出
発
し
て
、
天
仁
元
年
（
二
〇
八
）
に
は
一
四
町
四
段
二
六
〇
歩
に
達
す
る
水
田
が
、
当
時
の
技
術
で
開
墾

し
得
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
分
で
あ
っ
た
と
結
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
今
日
の
水
田
地
帯
の
極
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
天
養
元

年
（
＝
四
五
）
に
お
い
て
も
小
束
荘
都
合
四
〇
町
一
五
〇
歩
の
う
ち
、
水
田
は
二
〇
町
一
段
六
〇
歩
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
う
ち
の
三
十
三
〇
〇
歩

は
荒
で
あ
っ
た
。
や
は
り
稲
垣
の
整
理
に
よ
っ
て
、
損
田
が
一
四
力
年
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。

　
⑱
　
戸
田
が
分
析
し
た
栄
山
寺
領
の
一
部
は
大
子
盆
地
床
の
十
市
郡
に
所
在
し
た
。
正
暦
五
年
（
九
九
四
）
か
ら
康
平
二
年
（
一
〇
五
九
）
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　
⑬

一一

齬
ﾍ
年
分
の
坪
付
に
み
え
る
八
町
前
後
の
同
寺
領
の
う
ち
、
最
低
二
町
八
段
一
六
歩
、
最
高
七
町
三
段
三
〇
〇
歩
の
現
作
分
は
ほ
と
ん
ど
畠

で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
畠
が
比
定
さ
れ
る
田
原
本
町
松
本
北
西
部
は
、
曾
我
川
の
自
然
堤
防
部
に
相
当
し
て
現
在
も
畑
の
多
い
部
分
に

当
る
。

　
⑲
　
弘
福
寺
は
、
高
市
郡
・
十
市
郡
・
山
辺
郡
・
広
瀬
郡
な
ど
に
、
第
1
表
の
よ
う
な
寺
領
を
有
し
て
い
た
。
山
辺
郡
・
広
瀬
郡
の
主
要
部

に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
宮
作
面
積
が
坪
付
記
載
面
積
あ
る
い
は
寺
田
面
積
と
か
な
り
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
有
し

て
い
る
こ
と
に
と
り
あ
え
ず
留
意
し
て
お
き
た
い
。
た
だ
寛
弘
三
年
に
比
べ
て
長
和
二
年
以
後
の
現
作
田
面
積
が
大
幅
に
少
な
い
の
は
、
後
述

の
よ
う
な
文
書
記
載
方
法
に
よ
る
差
異
が
大
き
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
⑳
　
一
乗
院
領
平
田
荘
は
、
平
安
末
に
膨
大
な
荘
園
と
な
る
が
、
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
の
大
和
国
平
田
荘
内
検
帳
（
平
－
二
六
五
二
）
に
記
さ

れ
た
面
積
は
文
書
が
前
欠
の
た
め
も
あ
り
、
四
九
町
七
段
三
三
〇
歩
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
に
「
水
田
」
と
明
記
さ
れ
た
部
分
が

三
六
町
九
段
二
五
三
歩
は
あ
り
、
ま
た
「
造
畠
」
も
合
計
四
町
四
段
所
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
坪
付
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
は
、
現

在
の
広
陵
町
・
大
和
高
田
市
・
香
芝
町
な
ど
に
分
布
す
る
。
こ
れ
ら
の
大
半
は
「
新
田
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
新
田
」
は
本
来
「
本
田
」

に
対
す
る
も
の
で
新
し
い
開
発
田
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
分
布
地
の
多
く
が
集
落
部
分
な
ど
当
時
の
微
高
地
と
思
わ
わ
る
部
分
に
当

る
た
め
、
平
安
期
に
お
け
る
事
実
上
の
開
発
田
を
多
く
含
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
例
に
は
、
村
麗
荘
や
酒
登
荘
な
ど
の
よ
う
に
位
置
の
不
明
な
も
の
が
含
ま
れ
た
り
、
時
期
的
に
も
奈
良
時
代
の
例
や
鎌
倉
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時
代
に
つ
い
て
し
か
知
り
得
な
い
例
も
あ
っ
て
、
資
料
の
質
が
そ
ろ
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
も
例
え
ば
、
天
暦
四
年
頃
は
、
東
大
寺
領
が
全
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

的
に
ふ
る
わ
な
い
時
期
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
、
と
い
っ
た
状
況
を
考
慮
す
べ
き
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
限
定
条
件
を
必
要
と

は
す
る
も
の
の
、
以
上
の
整
理
に
よ
っ
て
、
平
安
期
の
大
和
盆
地
に
お
け
る
土
地
利
用
に
は
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
か
な
り
一
般
的
で
あ
っ
た

こ
と
は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
ず
第
一
は
、
全
体
に
占
め
る
田
の
面
積
比
率
が
相
対
的
に
低
く
、
畠
・
荒
な
ど
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
こ
と
で
あ
り
、
ω
・
②
・
ω

・
⑤
・
⑥
・
⑨
∵
⑪
∵
⑬
・
⑯
・
⑰
・
⑱
な
ど
の
例
に
よ
っ
て
典
型
的
に
知
り
得
る
。
同
じ
く
大
和
盆
地
床
に
は
あ
っ
て
も
、
条
凹
型
の
地
割

が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
部
分
で
あ
る
の
で
一
望
に
例
示
は
し
な
か
っ
た
が
、
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
の
大
和
国
安
隆
寺
領
畠
坪
付
案
（
平
一

五
〇
一
五
）
に
記
さ
れ
た
九
町
余
の
畠
が
分
布
す
る
河
合
町
河
合
も
集
落
部
分
以
外
現
在
は
ほ
と
ん
ど
水
田
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
第
二
は
、
す
べ
て
の
耕
地
が
連
年
耕
作
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
戸
田
の
指
摘
し
た
よ
う
な
断
続
的
・
間
歓
的
な
土
地
利
用
を
余
儀
な
く
さ
せ

ら
れ
た
結
果
と
推
定
さ
れ
る
現
作
率
の
低
さ
が
目
に
つ
く
こ
と
で
あ
り
、
⑦
・
⑯
・
⑲
の
事
例
な
ど
が
代
表
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
先
に
指
摘

し
た
荒
な
ど
の
存
在
も
考
慮
す
れ
ば
、
吉
田
晶
が
平
安
期
の
開
発
の
特
徴
と
し
て
明
示
し
た
条
里
制
施
行
地
内
部
の
開
発
予
定
地
の
開
発
と
荒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

廃
罷
の
再
開
発
と
い
う
性
格
は
、
規
模
や
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
大
和
盆
地
床
に
お
い
て
も
基
本
的
に
共
通
し
て
存
在
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
⑭
・
⑮
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
初
頭
の
現
当
率
の
高
い
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
稲
垣
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
な
十
二
世
紀
に
お
け
る
耕
地

　
　
　
　
　
　
⑲

の
安
定
化
の
進
行
の
結
果
と
み
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
は
、
平
田
の
比
率
が
比
較
的
高
く
、
逆
に
得
田
の
比
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
た
と
え
偶
作
と
な
っ
た
耕
地
の
う
ち
に
も
十
分
な
収
穫
が

得
ら
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
た
部
分
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
事
例
⑥
・
⑧
・
⑩
・
⑬
・
⑭
・
⑯
・
⑰
な
ど
、
こ
の
例
は
多
い
。
た
だ
、
こ
の
時
期
、

　
　
・
⑳
「
例
損
」
な
ど
の
用
語
が
示
す
よ
う
に
、
損
と
の
認
定
が
一
種
の
得
分
と
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
検
討
を
必

要
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
一
般
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
例
損
」
を
認
め
る
よ
う
な
実
情
の
背
景
が
、
少
な
く
と
も
一
時
期
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ろ
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
⑰
の
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
の
理
由
の
多
く
が
稲
垣
の
整
理
に
よ
っ
て
干
損
で
あ
っ
た
と
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知
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金圏）

③
　
大
和
郡
山
市
額
安
寺
所
蔵
（
奈
良
園
立
博
物
館
管
理
）
。
閲
覧
を
御
許
し
下
さ

　
つ
た
同
寺
佐
職
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。
こ
の
図
の
現
地
比
定
に
つ
い
て
は
米
倉
二

　
郎
「
庄
園
図
の
歴
史
地
理
学
蘭
考
察
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
＝
一
、
一
九

　
五
七
年
）
が
あ
る
。

②
『
東
大
専
続
要
録
』
寺
領
章
、
（
『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
一
、
宗
教
部
）
。

③
建
治
元
年
清
澄
御
荘
検
田
帳
、
（
森
田
義
一
編
『
郡
山
町
史
』
一
九
五
三
所
収

　
の
も
の
に
よ
っ
た
）

④
　
前
掲
②

⑤
　
前
掲
③

⑥
　
前
掲
②

⑦
　
正
暦
二
年
大
和
国
添
上
郡
牒
（
平
一
三
四
九
）
な
ど
。
泉
谷
康
夫
「
公
田
変
質

　
の
一
考
察
」
（
『
歴
史
評
論
』
一
〇
六
、
一
九
五
九
年
）
に
詳
し
い
。

⑧
　
西
岡
虎
之
助
編
『
日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
下
、
一
九
七
七
年
、
所
収
の
写
真
版

　
に
よ
る
。

⑨
　
現
地
比
定
は
、
　
「
昔
七
条
二
里
」
の
記
戴
お
よ
び
、
北
西
隅
に
始
ま
り
南
行
す

　
る
千
鳥
型
の
坪
並
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
、
現
在
の
飛
鳥
川
河

　
道
沿
い
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
「
川
・
添
原
」
及
び
上
飛
弾
北
東
部
の
日
高
山

　
の
位
置
と
合
致
す
る
「
山
」
の
記
載
に
よ
っ
て
鋳
証
さ
れ
る
。
な
お
田
・
畠
の
合

　
計
数
値
に
は
若
干
の
不
確
定
部
分
が
あ
る
が
、
畠
・
荒
の
多
い
こ
と
に
は
絹
違
な

　
い
。
⑩
前
掲
②

⑪
前
掲
②
　
応
保
二
年
官
宣
豊
津
（
平
－
三
二
＝
一
）
に
は
「
清
澄
庄
内
薬
園
村
」

　
と
あ
る
の
で
例
⑥
の
清
澄
荘
に
近
い
大
和
郡
山
市
付
近
で
あ
ろ
う
が
、
東
大
寺
続

　
要
録
に
は
別
記
し
て
い
る
。

⑫
　
稲
垣
泰
彦
「
初
期
名
田
の
構
造
」
　
（
前
章
注
⑦
）
。
史
料
等
は
稲
垣
論
文
に
詳

　
し
い
の
で
省
略
す
る
。

⑬
木
村
茂
光
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
轟
作
の
性
格
と
領
有
関
係
」
（
前
章
注
⑭
）

　
に
一
部
復
原
の
上
、
整
理
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
史
料
の
詳
細
な
注

　
は
省
略
す
る
。

⑭
村
井
康
彦
「
平
安
後
期
の
社
会
構
造
1
と
く
に
雑
役
免
田
制
・
寄
人
の
問
題

　
を
め
ぐ
っ
て
一
」
　
（
『
日
本
史
研
究
』
四
二
）
一
九
五
九
年
。

⑮
泉
谷
康
炎
「
東
大
寺
領
櫟
庄
に
つ
い
て
（
上
）
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
三
〇
）
一
九

　
六
｝
年
。

⑯
　
戸
田
芳
実
「
中
世
初
期
農
業
の
一
特
質
」
　
（
前
章
注
⑥
）

⑰
　
吉
田
晶
「
平
安
期
の
開
発
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」
（
『
史
林
』
四
八
一
六
）

　
一
九
穴
五
年
。

⑱
　
原
島
礼
二
（
「
八
世
紀
の
稲
作
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
」
『
歴
史
評
論
』
一
四

　
八
、
一
九
六
二
年
）
も
八
高
紀
前
半
の
五
〇
年
貢
の
状
態
を
検
討
し
て
、
畿
内
に

　
お
い
て
も
不
作
・
凶
作
の
年
が
半
分
近
い
二
四
ヵ
年
に
も
及
ぶ
こ
と
を
明
ら
か
に

　
し
て
お
り
、
大
和
以
外
の
慕
例
で
は
あ
る
が
和
算
の
耕
地
中
に
耕
地
と
し
て
ほ
と

　
ん
ど
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
部
分
を
｝
二
～
照
困
％
も
含
ん
で
い
た
と
整
理
し
て

　
い
る
。
論
調
（
か
た
あ
ら
し
）
部
分
の
再
耕
作
を
含
む
広
義
の
再
開
発
に
必
要
な

　
労
働
力
が
相
当
量
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
も
戸
田
（
前
章
注
⑥
）
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

　
で
あ
る
。

⑲
　
例
え
ば
、
　
『
東
大
寺
続
要
録
』
寺
領
章
（
前
掲
②
）
に
は
、
笠
間
荘
に
「
例
損

　
三
町
八
段
」
、
玉
井
荘
に
「
例
損
二
町
五
段
」
、
猪
名
荘
に
「
例
損
十
二
町
六
段

　
半
」
、
な
ど
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
保
安
元
年
摂
津
國
租
帳
（
平
一
弁
論
六
）
が

　
示
す
各
郡
の
不
堪
田
の
比
率
が
一
〇
％
前
後
で
あ
り
、
堪
田
中
の
得
田
の
比
率
に

　
七
〇
％
前
後
の
も
の
が
多
い
こ
と
も
、
　
般
的
事
実
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思

　
え
る
が
、
数
値
が
余
り
に
一
罪
化
し
て
い
る
の
で
検
討
を
必
要
と
し
よ
う
。
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⑳
稲
垣
前
掲
⑫

三
　
土
地
利
用
と
灘
灌
条
件

⑳
　
稲
壇
、
前
掲
⑫

86　（418）

　
前
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
平
安
期
の
大
和
盆
地
に
お
け
る
土
地
利
用
の
状
態
の
う
ち
、
特
に
、
黒
作
率
、
損
・
得
田
、
畠
の
三
点
に

つ
い
て
さ
ら
に
具
体
的
に
検
討
を
加
え
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
事
例
を
と
り
あ
げ
て
、
ま
ず
そ
の
微
地
形
的
立
地
条
件
・
着
筆
条
件
を

中
心
に
分
析
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

　
m
W
現
作
率
と
灌
慨
条
件

　
上
述
の
弘
福
寺
領
は
、
寛
弘
三
年
目
…
O
O
六
）
の
大
和
国
弘
福
寺
牒
（
平
－
四
四
四
）
、
長
和
二
年
目
一
〇
；
一
）
大
和
国
弘
福
寺
牒
案
（
平
1
四
七

三
）
、
永
承
五
年
（
一
〇
五
〇
）
大
和
国
弘
福
寺
三
綱
等
解
（
平
一
六
八
三
）
、
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
）
大
和
国
弘
福
寺
牒
（
平
－
一
〇
八
九
）
、
と
い
っ
た

詳
細
な
土
地
利
用
を
注
記
し
た
史
料
を
残
し
て
い
る
。
史
料
の
年
次
が
か
な
り
離
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
弘
福
寺
領
荘
園
そ
の
も
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

次
第
に
衰
退
す
る
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
必
ず
し
も
好
条
件
と
は
い
え
な
い
が
、
大
和
盆
地
床
の
条
里
地
割
内
部
に
つ
い
て
詳
細
な
土
地

利
用
を
検
討
で
き
る
数
少
な
い
貴
重
な
薯
例
と
な
る
。
寺
領
が
集
中
し
て
い
る
広
瀬
郡
の
部
分
と
山
辺
郡
の
部
分
の
ニ
カ
所
を
中
心
に
検
討
を

加
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
さ
て
、
弘
福
寺
領
広
瀬
荘
は
、
後
証
第
4
図
の
よ
う
に
広
瀬
郡
二
〇
条
五
里
↓
二
条
五
里
の
部
分
二
九
力
碁
と
「
木
戸
池
内
」
分
と
さ
れ

た
一
＝
条
五
・
六
里
、
二
二
条
四
・
五
里
の
二
つ
の
耕
地
群
か
ら
な
っ
て
お
り
、
井
上
寛
司
は
本
来
の
寺
田
が
前
者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
時
に
、
寛
弘
三
年
の
史
料
と
そ
の
後
の
三
通
の
史
料
と
で
は
田
無
の
記
載
形
式
を
異
に
し
て
お
り
、
寛
弘

三
年
の
場
合
に
は
広
瀬
荘
全
体
の
現
作
田
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
す
べ
て
寺
田
の
現
作
田
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
四
通
に
共
通
し
て
現
作
田
が
注
記
さ
れ
て
い
る
二
〇
・
二
一
条
五
里
の
二
九
力
坪
を
ま
ず
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
の
二

九
力
坪
の
寛
弘
三
年
の
総
並
数
は
二
四
町
四
段
三
〇
三
歩
、
適
作
は
二
二
町
七
段
一
〇
二
歩
で
あ
る
か
ら
皮
作
率
は
九
二
、
九
％
と
な
る
。
洞
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第1図　弘福寺領広瀬荘主要部の明治22年地籍図（a，左）と平均現作率（b，右）

様
に
、
長
和
二
年
、
永
承
五
年
、
延
久
四
年
の
寺
田
に
お
け
る
現
三
三
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
％
、
四
五
・
○
％
、
五
八
・
五
％
と
算
出
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
四
力
年
の
平
均
現
作
率
は
六

六
・
九
％
と
な
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
現
作
率
は
半
世
紀
以
上
に
も
及
ぶ
間
の
、
わ
ず
か
四
力

年
齢
の
平
均
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
現
作
率
が
七
割
に
満
た
な
い
と
い
う
低
い
状
態
で

あ
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
耕
地
が
所
在
し
た
部
分
は
、
現
在
の
広
陵
町
南
端
に
当
る
高
田
川
東
岸
の
標
高
約

五
二
m
の
沖
積
平
野
に
敵
本
し
、
明
治
二
二
年
に
は
第
1
図
乱
の
よ
う
な
典
型
的
な
条
里
地
割

の
部
分
で
あ
っ
た
。
第
1
図
a
の
酉
側
を
限
る
の
は
高
田
川
で
あ
り
、
川
沿
い
に
主
と
し
て
畑

地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
自
然
堤
防
が
み
ら
れ
、
他
に
は
若
干
の
島
畑
の
分
布
が
み
ら
れ
る
の
が

特
徴
で
あ
る
。
こ
の
野
畑
は
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
十
一
世
紀
当
時
に
は
ま
だ
形
成
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
第
1
図
b
は
、
各
坪
毎
の
四
力
年
の
平
均
現
作
率
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
上
述
の
よ
う
な
低
い
製
作
率
は
決
し
て
再
建
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例

え
ば
、
八
ノ
坪
の
よ
う
に
一
力
年
だ
け
が
現
作
九
段
と
い
う
以
外
は
一
町
す
べ
て
が
現
作
で
あ

る
よ
う
な
網
対
的
に
安
定
し
た
耕
地
と
思
わ
れ
る
部
分
（
九
八
％
）
と
、
例
え
ば
二
〇
ノ
坪
の
よ

う
に
、
現
作
面
積
が
一
町
、
七
段
一
八
○
歩
、
一
段
、
零
と
い
っ
た
ふ
う
に
年
次
に
よ
る
変
動

の
激
し
い
不
安
定
な
耕
地
の
部
分
（
五
〇
％
）
と
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
も
、
こ
の
現
作
田
が
年
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
二
〇
ノ
坪
に
は
、
長
和
二
年
に
四
段

の
畠
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
弘
三
年
に
は
一
町
の
す
べ
て
が
現
作
田
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
畑

が
恒
久
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
後
に
そ
こ
に
島
畑
が
造
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
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第2図　弘福寺領山辺荘の明治22年地籍図（a，左）と平均現作率（b，右）

　　　　　　　　　　　　（凡例は第1図と間じ）

0

か
ら
す
れ
ば
、
水
利
条
件
の
よ
く
な
い
部
分
で
あ
り
、
一
時
的
に
あ
る
年
に
の
み
畠
と
し
た
部

分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
一
方
の
八
ノ
坪
は
長
地
型
に
近
い
形
態
の
典
型
的
な
条

里
地
割
の
部
分
で
あ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
わ
ず
か
四
力
年
上
に
過
ぎ
な
い
上
に
、
長
和
二
年
以
降
の
棄
権
の
注
記
は
寺

田
に
関
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
た
め
に
、
寺
田
が
三
段
前
後
で
し
か
な
い
四
・
六
・
七
坪
の
よ

う
に
、
第
1
図
b
の
各
坪
毎
の
平
均
愚
作
率
も
実
際
と
は
齪
酷
を
生
じ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か

し
、
全
般
的
に
は
a
と
b
と
の
対
比
に
よ
っ
て
、
現
作
率
の
高
い
、
相
対
的
に
安
定
し
た
耕
地

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
微
地
形
的
に
も
低
平
で
水
が
か
り
が
よ
く
、
逆
に
現
作
率
の

低
い
、
桐
対
的
に
不
安
定
な
耕
地
部
分
に
は
、
後
に
し
ば
し
ば
島
畑
が
造
成
さ
れ
て
同
時
に
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

田
化
が
は
か
ら
れ
る
よ
う
な
水
が
か
り
の
よ
く
な
い
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
こ
の

よ
う
に
豊
作
率
の
高
低
を
微
地
形
条
件
に
よ
っ
て
説
明
し
得
る
こ
と
は
ま
た
、
こ
の
史
料
の
現

認
に
関
連
す
る
土
地
利
用
の
注
記
が
、
当
時
の
実
状
を
十
分
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
も
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
で
は
、
習
作
・
不
作
の
最
大
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

織
す
な
わ
ち
耕
地
の
安
定
・
不
安
定
は
、
微
地
形
条
件
・
灌
概
条
件
に
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
山
辺
郡
の
場
合
に
も
広
瀬
郡
の
場
合
に
準
じ
て
整
理
を
し
て
み
る
と
、
九
条
五
・
六

里
の
主
要
な
三
〇
ヵ
坪
の
示
力
年
の
現
作
善
は
九
三
・
四
％
、
六
六
・
九
％
、
八
一
・
八
％
、

七
五
・
七
％
、
平
均
七
九
・
五
％
と
な
る
。
こ
の
三
〇
ヵ
坪
は
現
在
の
天
理
市
川
原
城
町
に
比

定
さ
れ
、
明
治
二
二
年
の
地
籍
図
は
第
2
図
a
の
如
く
で
あ
る
。
十
一
世
紀
の
当
別
平
均
現
作
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率
は
第
2
図
b
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は
地
籍
図
中
央
の
川
原
城
村
の
集
落
と
ニ
カ
所
の
溜
池
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
地
籍
図
の
東
南
隅
に
雨
跡
ら
し
き
遣
構
が
あ
り
、
そ
こ
に
城
ノ
内
・
ヤ
カ
タ
と
い
っ
た
小
竿
名
が
あ
っ
て
中
世
の
城
館
の
立
地
も
推
定

さ
れ
、
こ
の
部
分
の
十
一
世
紀
以
後
に
お
け
る
景
観
の
変
化
は
特
に
著
し
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
か
ら
、
地
籍
図
の
土
地
利
用
や
地
割
形
態
に

多
く
は
期
待
で
き
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
も
相
対
的
に
安
定
し
た
耕
地
と
不
安
定
な
耕
地
が
所
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
第
2
図
a

b
を
対
比
し
て
み
る
と
、
地
籍
図
の
東
南
隅
を
流
れ
る
布
留
川
沿
い
に
水
が
か
り
の
よ
く
な
い
畑
地
部
分
が
あ
っ
て
、
こ
の
付
近
の
現
作
率
が

特
に
低
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
も
耕
地
の
安
定
・
不
安
定
は
灌
概
条
件
に
ま
ず
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
山
辺
郡
と
広
瀬
郡
の
弘
福
寺
領
を
対
比
し
て
み
る
と
、

前
老
の
平
均
動
作
率
が
七
九
・
五
％
と
か
な
り
高
く
、
後
者
が
六
六
・
九
％

と
比
較
的
低
い
こ
と
に
気
が
つ
く
、
そ
の
理
由
に
は
、
荘
園
経
営
の
問
題
を

は
じ
め
様
々
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
や
は
り
ま

ず
両
者
の
灌
概
方
法
を
み
て
み
た
い
。

　
山
辺
荘
の
所
在
地
は
現
在
の
天
理
駅
前
付
近
一
帯
に
当
り
、
す
で
に
耕
地

は
残
っ
て
い
な
い
が
、
大
部
分
は
布
留
川
か
ら
直
接
引
水
す
る
河
川
灌
概
に

よ
っ
て
お
り
、
十
一
世
紀
よ
り
後
に
築
造
さ
れ
た
二
つ
の
溜
池
の
う
ち
、

北
東
部
の
川
原
城
池
は
、
地
籍
図
北
西
部
付
近
の
平
均
現
作
率
の
低
い
部
分

（
三
六
ノ
坪
な
ど
）
を
、
南
西
部
の
丹
波
市
池
は
そ
の
南
西
側
の
や
は
り
現
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

率
の
低
い
部
分
（
四
．
五
．
三
ニ
ノ
坪
な
ど
）
を
灌
概
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

現
態
率
が
高
い
部
分
は
布
留
川
の
河
川
灌
概
に
よ
る
部
分
で
あ
り
、
十
一
世

紀
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
く
、
北
西
隅
と
南
西
隅
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の
比
較
的
現
作
為
の
低
い
部
分
は
後
に
築
造
さ
れ
た
溜
池
に
よ
っ
て
耕
地
の
安
定
化
が
は
か
ら
れ
た
部
分
で
あ
り
、
当
時
は
水
が
か
り
の
よ
く

な
い
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
広
瀬
荘
の
前
述
の
二
九
力
坪
の
灌
概
は
、
北
半
部
が
第
3
図
の
よ
う
な
安
部
大
池
と
新
池
に
よ
っ
て
、
南
半
部
が
お
や
す

池
、
柏
手
池
・
大
塚
池
と
ポ
ン
プ
一
基
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
溜
池
は
す
べ
て
高
田
川
の
西
側
に
あ
る
の
で
、
東
側
に
あ
る
広

瀬
荘
相
当
部
分
の
耕
地
を
灌
済
す
る
た
め
に
は
高
田
川
を
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
在
は
天
井
川
化
し
た
河
道
の
下
を
通
し
て
い
る
が
、
か
つ

て
は
田
植
前
の
五
月
頃
に
高
田
川
の
お
や
す
池
前
方
と
安
部
大
池
前
方
の
ニ
ヵ
所
に
井
堰
を
設
け
、
水
が
流
下
し
な
い
よ
う
に
し
た
上
で
溜
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
水
を
一
旦
高
田
川
に
入
れ
、
さ
ら
に
東
側
の
小
水
路
に
導
く
、
と
い
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
い
た
と
い
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
溜
池
を
設
け
、

そ
の
水
を
高
田
川
の
東
へ
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
部
分
の
連
年
耕
作
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
六
ヵ
所
の
溜

池
の
う
ち
、
第
4
図
の
よ
う
に
お
や
す
池
・
大
塚
池
・
柏
手
池
の
三
ヵ
所
に
当
る
一
二
条
六
里
八
・
九
・
一
七
・
一
八
坪
及
び
二
二
条
五
里
一

三
坪
の
ほ
と
ん
ど
が
荘
域
に
含
ま
れ
て
お
り
、
寛
弘
三
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
段
＝
一
〇
歩
、
二
四
〇
歩
、
零
、
二
段
＝
ハ
○
歩
、
七
段
九
〇
歩

の
現
作
田
が
存
在
し
て
い
た
。
従
っ
て
当
時
お
や
す
池
・
大
塚
池
・
柏
手
池
の
三
つ
の
溜
池
が
存
在
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
に

な
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
溜
池
を
欠
い
た
状
況
で
は
灌
概
は
決
し
て
十
分
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
も
十

一
世
紀
に
存
在
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
広
瀬
荘
の
平
均
工
作
率
の
低
さ
は
、
主
と
し
て
灌
概
用
水
不
足
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
弘
福
寺
領
の
事
例
に
お
い
て
は
現
作
・
不
作
す
な
わ
ち
耕
地
の
安
定
性
の
高
低
は
、
一
ま
と
ま
り
の
荘
域
全

体
と
し
て
は
灌
概
の
方
法
や
用
水
猛
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
部
の
個
々
の
部
分
に
お
け
る
現
下
率
は
微
地
形
条
件
に
規
定
さ
れ
た
水
が
か
り
の
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

さ
・
悪
さ
に
よ
っ
て
、
大
き
く
規
捌
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

　
働
損
・
得
矯
と
慨
灌
条
件

　
康
和
五
年
（
＝
〇
三
）
の
櫟
北
荘
園
吉
名
負
田
（
平
i
一
五
三
一
）
と
今
吉
負
田
（
平
－
一
五
三
〇
）
は
第
4
図
の
位
置
に
比
定
さ
れ
る
。
稲
吉
名
負
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田
紳
町
の
う
ち
、
島
田
が
五
町
七
段
を
も
占
め
る
こ
と
、
畠
が
八
段
存
在
す
る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
現
在
四
条
四
里
の
部
分
は
第

4
図
1
6
の
溜
池
に
よ
っ
て
、
同
五
里
の
部
分
は
1
8
と
そ
の
東
側
の
溜
池
に
よ
っ
て
、
　
五
条
の
部
分
は
1
9
・
2
2
の
溜
池
に
よ
っ
て
灌
漸
さ
れ
て

　
⑫
い
る
。
こ
の
う
ち
特
に
四
条
四
里
の
部
分
に
注
目
し
て
み
た
い
。
こ
の
部
分
の
稲
吉
名
着
岸
を
信
託
す
る
1
6
の
南
下
池
と
そ
の
東
の
南
上
池

（
第
4
図
1
7
）
の
部
分
で
は
、
十
二
世
紀
初
め
に
い
ず
れ
も
溜
池
の
全
面
積
に
相
当
す
る
一
町
全
域
が
稲
吉
名
の
田
畠
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
十

二
世
紀
の
初
め
に
は
こ
れ
ら
の
溜
池
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
導
管
は
別
の
方
法
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
灌
概

が
不
十
分
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
の
溜
池
を
築
造
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
ら
、
十
一
世
紀
の
稲
吉
名
柳
田
の
損
田
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分

で
は
干
損
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
用
水
不
足
に
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
負
田
の
他
の
部
分
を
灌
概
す
る
溜
池
は
、

平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）
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当
面
は
何
時
築
造
さ
れ
た
の
か
が
不
明
で
あ
る
か
ら
速
断
は
で
き
な
い

が
、
類
似
の
条
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
今
吉
負
田
の
方
は
損
九
段
と
稲
吉
名
に
比
べ
れ
ば
損
の
割
合

は
低
い
。
し
か
し
、
こ
の
損
は
干
損
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
文
書

中
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
定
田
口
町
七
段
一
八
○
歩
の
ほ
と

ん
ど
に
当
る
四
町
二
段
一
八
○
歩
が
「
造
畠
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
み
れ
ば
、
こ
こ
の
損
が
少
な
い
の
は
灌
概
が
十
分
で
あ
っ
た
た
め
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
絶
対
的
に
灌
概
用
水
不
足
で
あ
る
が
故
に
水
田
と

す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
、
大
部
分
を
「
造
畠
」
と
し
た
結
果
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。
恐
ら
く
は
、
干
損
九
段
と
は
わ
ず
か
な
用
水
に
期

待
し
て
作
ら
れ
た
水
田
の
大
半
が
被
っ
た
被
害
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
て
大
き
く
は
間
違
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
今
吉
負
田
の
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所
在
地
は
第
4
図
の
位
置
に
当
る
が
、
菩
提
仙
川
以
北
の
部
分
は
、
5
・
6
・
8
・
9
の
溜
池
と
菩
提
仙
川
に
よ
っ
て
灌
瀧
さ
れ
、
以
南
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

分
は
や
は
り
菩
提
仙
川
と
7
の
公
方
池
を
は
じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
溜
池
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
方
池
の
位
置
す
る
三
条
三

里
一
七
・
二
〇
の
両
坪
に
は
六
段
と
八
段
の
負
田
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
溜
池
は
や
は
り
十
一
世
紀
初
め
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性

が
大
き
く
、
も
し
存
在
し
た
と
し
て
も
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
少
な
く
と
も
菩
提
仙
川
南
岸
部
分
の
用
水
不

足
は
確
認
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
同
様
に
北
岸
部
を
灌
概
す
る
8
の
溜
池
部
分
に
も
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
は
興
福
寺
雑
役
免
池
田
荘
の
公

田
畠
…
町
が
庸
在
（
平
1
四
六
三
九
・
四
六
四
〇
）
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
こ
の
溜
池
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

今
吉
負
田
に
お
い
て
も
、
十
一
世
紀
初
頭
頃
に
は
灌
概
用
水
の
不
足
が
著
し
い
い
わ
ゆ
る
干
損
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
を
克
服
す

る
た
め
に
、
後
に
な
っ
て
7
・
8
の
溜
池
な
ど
を
築
造
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
推
定
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
前
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
な
損
田
の
多
さ
は
、
当
時
の
社
会
的
条
件
に
も
よ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
大
和

盆
地
に
お
い
て
は
灌
概
用
水
不
足
が
最
大
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
㈲
　
畠
・
造
畠
と
灌
概
条
件

　
弘
福
寺
領
広
瀬
荘
で
は
、
水
が
か
り
の
よ
く
な
い
後
に
島
畑
が
造
成
さ
れ
る
よ
う
な
部
分
が
、
時
に
畠
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
今
吉
負

田
で
も
得
田
の
ほ
と
ん
ど
が
「
造
畢
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
十
一
世
紀
頃
の
小
東
藤
の
「
造
畠
」
が
田
・
畠
の
切
り

換
え
の
行
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
こ
と
、
十
二
世
紀
の
飛
騨
荘
に
は
畠
に
「
夏
掛
」
と
「
田
畠
し
の
二
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
は
高
燥
が
指
摘

　
　
　
　
　
　
　
⑭

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
男
妾
は
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
「
造
畠
・
田
畠
」
に
つ
い
て
、
　
「
田
に
で
き
る
と
こ
ろ
を
わ
ざ
わ
ざ
畠
と
し
、
し
か
も
検

田
帳
に
洋
学
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
直
接
的
把
握
の
対
象
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
畠
に
し
た
耕
地
を
指
す
も
の
」
と
解
し
て
い
る
。
こ
の

指
摘
の
当
否
は
別
と
し
て
、
こ
こ
で
は
前
述
の
今
吉
負
田
が
著
し
い
干
損
場
で
あ
り
、
そ
こ
の
「
造
畠
」
が
地
目
上
は
田
で
あ
っ
て
も
黒
糖
条

件
か
ら
水
田
と
な
し
得
ず
、
耕
作
す
る
た
め
に
は
畠
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
条
件
下
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、

制
度
上
の
問
題
を
一
応
留
保
し
た
上
で
も
、
一
時
的
な
畠
が
形
成
さ
れ
る
条
件
（
こ
こ
で
は
灌
瀧
条
件
）
が
十
分
推
定
し
得
る
こ
と
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
稲
垣
泰
彦
に
よ
れ
ば
、
十
一
世
紀
頃
の
小
束
荘
で
は
、
当
時
の
技
術
レ
ベ
ル
に
お
け
る
開
拓
可
能
地
の
開
田
が
完
了
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

が
、
こ
の
技
術
レ
ベ
ル
と
は
主
と
し
て
灌
概
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
田
・
畠
の
事
実
上
の
切
り
換
え
が
、
制
度
上
あ
る
い
は
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

会
上
の
理
由
で
は
な
く
、
灌
概
条
件
に
規
制
さ
れ
て
、
余
儀
な
く
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
飛
騨
荘
の

場
合
は
、
坪
付
を
欠
い
て
い
る
の
で
正
確
な
揚
所
が
不
明
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
飯
田
の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
の
橿
原
市
飛
弾
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

近
と
す
れ
ば
、
や
は
り
干
損
場
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
「
田
畠
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
干
損
場
で
は
あ
る
が
、
灌
概
用
水
に
さ
え
恵

ま
れ
る
な
ら
ば
、
水
田
化
の
用
意
の
あ
る
と
こ
ろ
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
前
掲
例
⑲
の

平
田
荘
が
「
水
田
」
と
「
造
畠
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
者
が
田
の
う
ち
の
本
当
の
水
田
、
後
者
が
田
の
う
ち
固
化
し
た
部
分
と
理

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

解
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
整
理
し
た
よ
う
に
、
十
一
世
紀
頃
ま
で
は
制
度
上
の
田
畠
の
差
異
が
大
き
く
、
ま
た
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

済
上
も
畠
は
田
に
比
べ
て
相
当
低
く
評
価
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
水
田
が
畠
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
有
利
な
状
態
で
は
、
可
能

な
限
り
水
田
豊
作
を
め
ざ
す
の
が
当
然
の
方
向
で
あ
り
、
畠
と
す
る
の
は
、
制
度
上
そ
の
方
が
有
利
で
あ
る
か
、
又
は
灌
概
条
件
に
規
制
さ
れ

て
や
む
を
得
な
い
か
の
い
ず
れ
か
の
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
検
討
し
て
き
た
事
例
か
ら
知
り
得
る
ケ
ー
ス
は
す

べ
て
後
者
す
な
わ
ち
灌
概
条
件
に
よ
っ
て
説
明
が
可
能
で
あ
る
。

　
勿
論
畠
と
し
さ
え
す
れ
ば
「
見
作
」
と
な
り
「
得
」
と
な
る
と
は
限
ら
ず
、
依
然
と
し
て
水
損
・
計
帳
等
々
不
安
定
な
耕
地
と
な
る
可
能
性

は
多
々
あ
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
水
不
足
に
よ
る
作
付
不
能
と
い
う
事
態
だ
け
は
確
実
に
回
避
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
木
村
茂
光
は
、
畠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
し
ば
し
ば
見
落
率
の
高
い
安
定
し
た
耕
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
干
損
に
対
す
る
危

険
性
が
水
田
に
比
べ
て
は
る
か
に
低
い
こ
と
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
と
す
れ
ば
、
相
対
的
に
安
定
し
た
畠
作
が
も
っ
と
行
わ
れ
て
も
よ
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
事
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

制
度
的
な
も
の
を
留
保
す
れ
ば
、
や
は
り
上
述
の
よ
う
な
畠
と
畠
作
の
経
済
的
な
評
価
の
低
さ
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
水
田
の
面
積
を
狭
め
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可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
全
く
同
様
で
は
な
く
若
干
の
変
遷
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

多
か
っ
た
一
七
坪
相
当
部
分
の
北
部
が
河
道
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
曾
我
川
の
自
然
堤
防
堆
積
物
に
起
因
す
る
微
高
地
と
考
え
て
よ
い
が

さ
れ
る
の
は
平
安
期
よ
り
だ
い
ぶ
後
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
十
一
世
紀
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

が
、
木
村
の
整
理
に
従
え
ば
、
一
六
条
五
里
七
坪
で
最
大
七
段
一
二
〇
歩
、

て
で
も
、
水
田
の
一
部
に
土
を
掻
き
上
げ
て
島
畑
を
造
成
し
、
田
畠
と
も
に
有
効
な
土
地
利
用
を

は
か
る
に
は
、
田
畠
の
制
度
的
な
差
異
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
生
産
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

な
く
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
、
田
か
ら
畠
へ
の
積
極
的
な
転
換

が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
有
利
な
畠
作
物
の
出
現
あ
る
い
は
畠
地
二
毛
作
の
普
及
な
ど
や
は
り
畠

の
経
済
的
評
価
を
高
め
る
条
件
が
整
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
大
和
で
は
十
二
世
紀
中
葉
の
東
大
寺
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

櫟
荘
に
お
け
る
芝
地
二
毛
作
を
泉
谷
が
、
先
進
地
域
に
お
い
て
十
二
世
紀
後
半
に
は
畠
地
二
毛
作

が
｝
般
化
し
、
領
主
階
級
に
と
っ
て
も
そ
れ
が
無
視
し
得
な
い
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と

　
　
　
㊧

を
木
村
が
指
摘
し
て
い
る
が
、
平
安
末
近
く
ま
で
、
大
和
盆
地
で
は
灌
概
の
可
能
性
が
あ
る
限
り

ま
ず
水
田
耕
作
が
意
図
さ
れ
る
状
態
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
十
市
郡
栄
山
寺
領
の
ケ
ー
ス
の
微
地
形
条
件
を
い
ま
一
度
検
討
し
て
み
た
い
。
同
寺

領
は
前
述
の
よ
う
に
現
作
の
ほ
と
ん
ど
が
畠
で
あ
り
、
第
5
図
a
の
よ
う
な
畑
の
多
い
部
分
に
相

当
す
る
。
図
の
西
側
を
曲
流
し
て
い
る
の
は
曾
我
川
で
あ
り
、
現
在
は
河
川
改
修
の
結
果
河
道
は

直
線
化
し
て
い
る
が
、
第
5
図
b
の
よ
う
な
分
布
を
示
す
栄
山
寺
領
は
曲
流
し
た
曾
我
川
の
ほ
ぼ

東
岸
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
明
治
一
九
年
当
時
の
こ
の
河
道
は
平
安
期
に
も
所
在
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
町
全
域
が
罪
作
で
あ
る
こ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
畑
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
先
に
推
定
し
た
よ
う
に
、
こ
の
図
の
よ
う
に
明
瞭
に
田
と
畑
に
分
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
5
図
b
の
よ
う
な
現
作
の
大
部
分
が
畠
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
坪
八
段
、
　
一
七
坪
一
町
、
十
八
坪
一
町
、
一
九
坪
三
段
、
一
七
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条
五
里
＝
二
坪
一
段
六
〇
歩
、
一
四
坪
二
段
一
二
〇
歩
が
水
田
現
勢
と
な
っ
た
年
が
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
こ
の
部
分
は
曾
我
川
河
道
に
近
い
微
高
地
に
位
置
し
、
水
が
か
り
が
よ
く
な
い
た
め
に
畠
と
さ
れ
る
時
が
多
か
っ
た
が
、
水
量

あ
る
い
は
労
働
力
的
条
件
さ
え
許
せ
ば
水
田
化
の
意
志
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
第
5
図
a
の
よ
う
な
畑
と
田
は
、
島
畑
造
成

と
同
じ
プ
ロ
セ
ス
で
、
後
に
一
方
を
地
下
げ
し
て
良
田
と
し
、
一
方
に
そ
の
土
を
積
み
上
げ
て
畑
と
し
て
両
老
を
明
瞭
に
区
別
し
た
結
果
と
み

な
し
得
よ
う
。
こ
の
畠
の
存
在
も
ま
た
微
地
形
と
灌
概
条
件
に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

①
　
村
井
康
彦
「
平
安
後
期
の
社
会
構
造
」
　
（
前
章
注
⑫
）

　
　
阿
部
猛
「
平
安
後
期
に
お
け
る
一
寺
領
荘
園
の
没
落
過
程
－
弘
福
寺
傾
大
和

　
国
広
瀬
荘
の
場
合
i
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
一
五
）
一
九
五
八
年
。

　
　
井
上
寛
司
「
弘
福
寺
領
大
和
濁
広
瀬
庄
に
つ
い
て
」
（
『
赤
松
俊
秀
教
授
退
官
寵

　
念
国
史
論
集
』
）
、
一
九
七
二
年
。

②
大
和
の
条
里
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
秋
山
日
出
雄
の
復
原
を
基
礎
と
し
、
抽
稿

　
（
前
々
章
注
⑮
、
一
九
七
一
年
）
に
お
け
る
検
討
結
果
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。

③
　
藤
岡
謙
二
郎
「
条
里
制
地
割
と
現
在
の
景
観
と
の
問
題
」
、
（
藤
岡
編
『
畿
内
歴

　
史
地
理
研
究
』
、
一
九
五
八
年
）
は
、
現
地
比
定
に
関
連
し
て
こ
の
「
木
戸
池
」

　
な
る
池
の
存
在
に
つ
い
て
の
疑
問
を
提
示
し
て
い
る
。

④
井
上
、
前
掲
①

⑤
長
和
二
年
、
永
承
五
年
置
延
久
四
年
に
つ
い
て
は
寺
田
面
積
に
対
す
る
現
作
面

　
積
の
比
率
を
算
出
し
た
。

⑥
拙
稿
「
条
里
制
施
行
地
に
お
け
る
島
畑
景
観
の
形
成
」
（
前
々
章
注
①
）

⑦
弄
曝
累
積
が
坪
内
の
三
〇
騰
前
後
で
し
か
な
い
二
㎝
条
五
黒
四
・
六
・
七
坪
な

　
ど
の
場
合
、
そ
の
現
作
率
が
坪
全
体
の
寡
作
率
と
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
考
え

　
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
三
〇
坪
に
つ
い
て
は
例
外
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
ま
た
そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
も
一
〇
〇
％
寺
田
で
な
い
限
り
、
若
干
の
翻
齢
は

　
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
微
地
形
条
件
が
平
安
期
と
明
治
二
二
年
と
で

　
は
、
全
く
同
じ
と
は
い
え
ず
、
洪
水
に
よ
る
堆
糞
、
人
工
的
な
持
料
な
ど
様
々
な

　
改
変
が
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
十
分
認
め
得
る
で
あ
ろ
う
。

⑧
　
説
明
的
に
付
言
す
れ
ば
、
微
地
形
条
件
が
灘
概
条
件
を
規
制
す
る
こ
と
は
自
明

　
で
あ
る
が
、
両
者
は
全
く
同
一
で
は
な
い
。
あ
る
一
定
の
範
囲
が
全
般
的
に
微
高

　
地
で
あ
る
為
に
水
が
か
り
が
悪
く
灌
瀧
条
件
が
よ
く
な
か
っ
た
と
し
よ
う
。
例
え

　
ば
こ
の
部
分
の
灌
概
条
件
改
善
の
為
に
溜
池
な
ど
を
築
造
し
て
全
般
的
に
は
灌
慨

　
条
件
が
よ
く
な
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
必
ず
し
も
全
颪
積
一
翼
に
で
は
な
く
、
依

　
然
と
し
て
そ
の
内
部
の
小
起
伏
に
よ
っ
て
相
対
的
に
低
く
水
が
か
り
の
よ
い
部
分

　
と
微
高
で
水
が
か
り
の
悪
い
部
分
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

⑨
　
奈
良
県
耕
地
課
『
大
和
平
野
水
利
系
統
図
撫
、
作
製
年
不
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら

　
く
は
昭
和
二
八
年
頃
と
思
わ
れ
る
。

⑩
広
陵
町
役
場
で
の
聞
ぎ
と
り
に
よ
る
。
尚
、
高
田
川
の
平
安
期
の
河
道
の
位
齢
、

　
あ
る
い
は
天
井
川
化
し
た
隣
期
な
ど
、
改
め
て
検
討
を
要
す
る
。

⑪
高
市
郡
の
弘
福
寺
領
は
橿
原
市
田
中
町
仁
方
と
明
日
香
村
の
同
細
々
辺
に
存
在

　
す
る
が
、
土
地
利
用
の
記
載
が
二
～
三
年
分
し
か
な
く
、
ま
た
坪
内
の
全
域
を
領

　
有
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
な
い
た
め
に
考
察
対
象
か
ら
は
ず
し
た
。
ま
た
、
十
市
郡

　
で
は
、
桜
井
市
西
方
か
ら
耳
成
山
北
東
部
に
か
け
て
散
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

　
束
ニ
ニ
条
三
里
八
、
九
坪
は
二
ヵ
年
分
し
か
知
り
得
な
い
も
の
の
、
一
町
全
域
が

　
現
作
田
と
な
っ
て
お
り
、
両
坪
相
当
部
分
の
地
籍
図
で
は
典
型
的
な
長
地
型
の
地
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割
部
分
で
あ
る
。
高
市
・
十
市
両
郡
の
揚
合
も
、
微
地
形
・
地
割
・
濯
概
の
い
ず

　
れ
も
広
瀬
・
山
辺
蒲
郡
の
例
で
明
ら
か
に
し
た
傾
向
に
準
ず
る
と
み
て
よ
い
。

＠
　
前
掲
⑨

⑱
前
掲
⑨

⑭
高
重
出
「
条
黒
欄
下
の
耕
地
」
（
前
々
章
注
⑩
）

⑯
　
稲
垣
「
初
期
名
田
の
構
造
」
　
（
前
々
章
注
⑦
）

⑯
　
江
戸
時
代
に
は
田
方
綿
作
を
行
う
た
め
に
村
単
位
で
計
画
的
に
田
畠
の
切
り
換

　
え
が
行
な
わ
れ
て
い
た
（
浮
田
典
良
「
江
戸
時
代
の
大
和
｛
村
落
に
お
け
る
耕
地

　
と
綿
作
」
　
（
前
々
章
注
⑬
）
）
が
、
こ
の
よ
う
な
計
画
的
な
馴
化
に
は
、
例
え
ば

　
島
畑
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
経
済
的
背
景
が
必
要
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
計

　
画
的
な
田
・
畠
の
切
り
換
え
は
想
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
弘
福
寺
領
な
ど
の

　
田
・
畠
の
出
現
に
全
く
規
則
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
こ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。

⑰
　
大
脇
保
彦
「
土
地
利
用
と
条
里
の
問
題
」
　
（
藤
岡
謙
二
郎
編
『
畿
内
歴
史
地
理

　
研
究
』
一
九
五
八
年
）
は
、
地
割
形
熊
と
桑
畑
等
の
分
布
か
ら
灌
漉
条
件
の
考
察

　
を
行
っ
て
い
る
。

⑱
前
々
章
例
⑲
で
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
多
く
が
後
の
集
落
部
分
、
す
な
わ
ち

　
微
高
で
水
が
か
り
の
よ
く
な
い
と
推
定
さ
れ
る
部
分
に
分
布
し
て
い
る
。

⑲
拙
稿
、
前
掲
⑥

⑳
木
村
「
中
世
成
立
期
に
お
け
る
畠
田
の
性
格
と
領
有
関
係
」
（
前
々
章
注
⑪
）

⑳
拙
稿
、
前
掲
⑥

＠
　
泉
谷
「
奈
良
・
平
安
時
代
の
畠
制
度
」
　
（
前
々
章
注
⑨
）

⑬
　
木
村
、
前
掲
⑳

⑭
　
拙
稿
、
前
掲
⑥

⑳
木
村
（
前
掲
⑪
）
は
、
長
久
二
年
、
永
承
元
年
の
揚
合
全
く
「
白
」
の
注
記
が

　
な
い
と
こ
ろ
が
ら
、
実
際
に
水
田
化
し
た
た
め
で
は
な
く
田
所
朱
注
の
注
記
方
法

　
の
違
い
と
推
定
し
て
い
る
。
倶
し
、
も
し
こ
れ
を
水
田
と
仮
り
に
理
解
し
て
も
傾

　
向
に
変
化
は
な
い
。
尚
、
木
村
論
文
は
曽
我
川
の
新
河
道
の
位
鐙
で
考
察
し
て
い

　
る
。
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四
　
溜
池
灌
瀧
網
形
成
に
関
す
る
隔
試
論

　
平
安
期
の
大
和
盆
地
の
条
里
地
割
内
部
に
意
外
に
多
か
っ
た
畠
に
は
、
微
地
形
条
件
・
灌
概
条
件
な
ど
に
対
応
し
て
な
か
ば
余
儀
な
く
畠
と

な
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
現
作
率
が
低
い
場
合
や
、
た
と
え
作
付
し
て
も
収
穫
が
十
分
で
き
な
い
場
合
（
得
田
率
が
低
い
）
が
多
く
、

こ
れ
も
灌
概
条
件
に
大
き
く
規
制
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
開
し
た
。
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
状
況
を
規
制
し
た
灌
概
に
つ
い
て
、
次
に
一

つ
の
試
論
を
展
開
し
、
平
安
期
の
灌
概
条
件
の
復
原
を
試
み
た
い
。
特
に
大
和
の
場
合
、
極
め
て
多
数
の
溜
池
に
よ
る
灌
概
網
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
し
か
も
そ
の
溜
池
に
は
、
　
谷
の
一
方
あ
る
い
は
二
方
を
堤
で
堰
止
め
て
湛
水
し
た
溜
池
（
小
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
溜
池
を
谷
池
と
仮
称
し
た

い
）
と
・
周
囲
に
方
形
に
築
堤
し
て
湛
水
し
た
皿
池
と
呼
ば
れ
る
浅
い
溜
襲
あ
り
・
大
和
盆
地
床
に
は
特
に
後
者
が
数
多
秀
回
し
て
い
麺
・

以
下
こ
れ
ら
の
溜
池
に
注
目
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。



平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

　
ω
　
溜
池
の
築
造
時
期
と
小
字
名

　
弘
福
寺
領
山
辺
荘
域
の
川
原
城
池
と
丹
波
市
池
、
広
瀬
荘
域
を
灌
概
し
て
い
る
お
や
す
池
・
大
塚
池
・
柏
手
池
、
稲
吉
名
扇
田
に
か
か
わ
っ

た
南
下
池
・
南
上
池
、
今
吉
虻
田
を
灌
概
し
た
公
方
池
な
ど
は
、
十
一
・
十
二
世
紀
に
は
い
ず
れ
も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
か
っ

②た
。
こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
溜
池
が
あ
る
が
、
平
安
部
面
に
は
そ
こ
に
田
畠
な
ど
の
所
在
が
確
認
さ
れ
て
、
そ
の
溜
池
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
、

も
し
く
は
た
と
え
存
在
し
て
い
て
も
現
状
と
は
大
幅
に
異
な
っ
た
極
め
て
小
さ
な
溜
池
で
し
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
例
を
集
め
て
み
る
と

第
2
表
の
如
く
多
数
に
の
ぼ
る
。
昭
和
四
六
年
発
行
の
二
五
、
○
○
○
分
の
一
地
形
図
に
記
載
さ
れ
た
溜
池
は
一
、
四
八
五
ヵ
所
の
多
数
に

　
　
③

及
ぶ
が
、
　
そ
れ
に
し
て
も
、
第
2
表
の
溜
池
が
平
安
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
前
章
で
例
示
し
た
よ
う
に
灌
概
条
件
は
現
在
よ

り
か
な
り
劣
悪
で
あ
っ
た
部
分
が
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
2
表
の
溜
池
の
大
部
分
が
塩
池
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た

い
。　

さ
て
、
こ
れ
ら
の
溜
池
の
部
分
の
小
字
名
に
注
意
し
て
み
た
い
。
例
え
ば
上
述
の
鼻
翼
城
池
は
ミ
ゾ
シ
β
、
丹
波
市
池
は
溝
マ
タ
ヶ
、
南
下

池
は
半
木
原
、
南
上
池
は
久
保
取
、
と
い
っ
た
具
合
に
お
よ
そ
池
と
は
無
関
係
の
小
字
名
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
皿
池
の
多
く
は
大
和
盆
地
に

卓
越
す
る
条
里
プ
ラ
ン
の
一
町
異
格
の
一
つ
も
し
く
は
二
つ
程
度
に
合
致
し
て
い
る
が
、
小
字
名
も
ま
た
ほ
と
ん
ど
の
場
合
一
町
方
格
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

も
し
く
は
二
つ
程
度
の
面
積
と
形
態
で
地
籍
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
小
字
名
の
成
立
時
期
は
様
々
で
あ
り
、
一
般
的
に
何
時
と

表
現
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
小
字
名
が
確
定
・
定
着
す
る
時
に
す
で
に
溜
池
が
所
在
し
た
よ
う
な
場
合
、
お
そ
ら
く
溜
池

と
か
か
わ
り
の
あ
る
名
称
の
小
字
名
が
残
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
溜
池
の
築
造
は
そ
の
土
地
に
と
っ
て
は
画
期
的
な
こ

と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
際
に
小
傷
名
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
さ
え
十
分
に
想
定
し
得
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
例
で
は
、
現
在
の
溜
池
が

で
き
る
以
前
に
小
字
名
が
確
定
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
も
と
よ
り
、
現
在
の
小
字
名
と
そ
の
範
囲
は
明
治
初
期
の
地
籍
図
作
製
の
際
に
最

終
的
に
画
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
推
論
に
は
例
外
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
恐
ら
く
避
け
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
2
表
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
史
料
に
よ
っ
て
、
平
安
期
頃
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
、
た
と
え
存
在
し
て
い
て
も
現
状
と
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第2表1平安目における溜池所在地の田畠

醐溜池名駅ω1所在地 小字名 溜池部分に相当する田畠史料②

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0
1
2
3
4

1
1
王
1
1
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

1
1
1
1
1
2
2
2
2
2

古池
北池
下書・上池

小路北池

南柳生池

見条糖

葉殿池

上総池

荒池

北菅田池

大津臨池

田部池

九条池

新池

老田池

古池
開知田

畑田南池

新泉南池

丹波市池

川原城池

唐古池

鍵　池

法貴寺西池

○
○

　
　
　
　
　

○
○
○
○
○

　
　
　
（
　
（

○
○
○
○
○

○
O
O
O
O
O
O
O
O
O

天理市森本

　ク　森本

　〃　中

　ク　小路

　〃　南六条

　〃　南六条

　〃　喜殿

　〃　上総

　ク　上総

〃　北菅田

ク　上之庄

ク　田部

〃　九条

ク　長柄

　1一　！！

　〃　武蔵

　〃　油田

　ク　遠田

　〃　新泉

　〃　川原城

　！！　1！

田原本町唐古

　〃　鍵
　〃　法貴寺

阪　本

縫下田

五反ヲサ

ハコダ

イツホミ

アサハラミ

六ノ坪

上　木

陰ノ池・新庄な

ど

井之坪

大津田

榊　木

角田・一ノ坪

土居ノ内・南土

居ノ内・林ノ内

エノコダ

老田池

五ノ坪

油　田

古屋敷

南池辺

as－Tタケ

ミゾシロ

角の脇

狐　塚

宮ノ角

杜本荘公田6反

和遡荘公田1町

東伊与荘九口免田1町・6反

東伊与荘公田贔4反

僧正清解案（平一4642）相伝所領田畠1町

　　！一　11　1！
北喜殿荘内蔵寮田1町・9反

田倍西荘谷上寺田4反

　〃　公田畠3反

4町

西伊与荘公田畠8反

　〃　　〃　　7反180歩，東伊与荘公田畠1町3反

田倍西荘公田畠1町

九条荘公田畠9反180歩

石井戸荘公田8反120歩・9反，兵庫荘公田畠3反・3反

兵庫荘大和社田5反

南中南荘内匠寮田1町

中南荘公田畠2反4歩

小蔵書東湖南田畠5反，同荘醤免田5反

新愚身公困畠9反180歩

弘福寺領山辺荘田（平一444他）

　　　！1　（　11　）
田中荘公田畠8反230歩，鋪設免田8反，左京冊1反140歩

田中荘公田畠7反76歩，左京田2反，Z主位田260歩

竹田爽荘僧供免田9反，糸井北荘公田畠1反

（
O
o
っ
寸
）

◎D

ｳ



（
田
娼
）
醍
罵
翼
網
e
穣
超
郵
爵
副
蝋
ゆ
な
霧
慧
調
舘
眞
釈
e

25

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5

八尾池

小阪池

坂手池

坂手新池

西井上池

阪手二丁池

大木池

為川池

蔵国難

満田池

旧　池

新　池

西　池

阿部田池

笠形池

多　池

北　池

太田池

（大豆城北東の池）

公方池

井戸野旧池

南上池

南下池

芝　池

南下池

椎木上池

〃下池
（今国府北西の池）

○
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
　
○
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

○
○
○
○
○
○
○
○
○

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　
（
　
（

ク

〃
〃
ク
〃
ク
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
〃
ク

八尾

小阪

阪手

！一

西井上

阪手

大木

為川

蔵堂

満田

（矢部）

　ll

（泰楽寺）

阿部山

笠形

多

桜井市江包

　〃　太田

　〃　大豆越

大和郡山市（番匠田中）

〃
ク
〃
〃
〃
ク
〃
ク

井戸野

石川

1！

（横田）

白土

椎木

1一

（今鼠蔚）

柳田・一反田・

東池など

榎木
大ダシ

大津森

頭　珊

珊ノ坪

タカセ

池田柱

藤原田

流有田

園　脇

大井田

仙　台

大　田

一ノ木

四ノ坪・東五ノ

坪

ハシラ

メグリ

七反切

河原・柳田

池ノ内

久保山

半木原

上唐土

地蔵後

横　内

　！1

一ノ坪

中薗荘左衛門符7反

中喜殿荘公田畠4反180歩

竹田南荘福田院田3反300歩

八条北荘燈油免田2反

糸井南荘子原田4反，3反

八条北荘左京職田5反

糸井南非法興院田5反

南中南郷公田畠8反

小田西東山醤免田6反

西大垣荘公田畠6反

　〃　　〃　　4反

　〃　　常楽会免田1町・8反240歩

　〃　　　　〃　　1町

八条北冥内匠寮田5反，（伊保戸荘伝法院田5反）

菓子東荘燈油免田5反，中宮大夫殿位田5反

南大垣荘公田畠3反，薬師寺田5反，常楽会免田1反

出雲荘公圏畠5反，出雲荘1町（鎌一203）

大田荘公田畠1町，長谷寺免田1町

与田北荘公田畠4反

添上郡北田中陣告負星8反・6反（平一1530）

池田荘公田歯1町

下北荘稲吉名田田1町（平一1531）

　　〃　　〃　　1町（　〃　）

櫟田荘公田畠8反

　ク　　ク　7反，勧学浮田7反

興雷荘公田畠8反・1町

　〃　　〃　1町

　〃　　ク9反・2反

（H

盾ﾁ
ｨ）

①
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劃溜池名瞬（1｝1所在地 小　字　名 溜池部分に相当する田鼠史料②

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6

5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7

（今国府；比西の池〉

東　池

蓮池
山上池

子枝池

鉾　池

南　池

里　池

大将軍池

北　池

南　池

石見耳

穴見田池

藤山畑

友田池

亭塚田

おやす池

拍手池

新　池

笛堂池

新町池

平塚池

今越池

古作池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

○
○
○
○
○
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
　
（
　
　
　
　

（

　
　
　
　

○
○
○
○

　
　
　
（

o

大和郡山市（今国府）

〃
〃
〃
〃
〃
〃
ク
〃
〃
〃

馬司

伊豆七条

北柳生

櫟枝

鉾立

八条

若槻

！1

発志院

　！x

三宅町石見

川西町中田

安堵村東安堵

　〃　単騎

広陵町大塚

　ク　　　〃

　ク　　　〃

大和高田市根干柿

新庄町笛堂

　〃　新町

　〃　新村

御所市城

　〃　（出屋敷）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

坪
・
池
内
四
川
池
機
糸
雌
単
池
ノ
内
坪
池
田
池
池
手
チ
堂
太
甲
塚
ク
辮
肖

ノ
　
垣
ノ
　
　
　
ノ
将
　
池
ノ
ノ
井
　
　
　

ソ
　
　
　
ッ

一
束
古
木
工
鉾
南
里
大
北
南
池
八
細
蟹
古
斬
単
婚
笛
田
平
東
瓦

興冨荘公田畠5反・5反・5反・1反

強木北荘公田6反10歩

安曇（荘）田常楽会免田4反

楊生国春日社御弊免田8反

櫟田荘大后寺田9反，勧学院田1町

南薄塗公田畠2反

一夜松就職燈油免田7反240歩

若槻荘田畠1町（徳治2年土帳『大和團若槻庄史料』）

　　〃　　　　（　　　　　ク　　　　　　）

横田荘名田等1町・1町（嘉元4年土帳　〃　　）

　　〃　　　1町　　　（　〃　　　〃　　）

池辺荘公田畠5反

　〃　　〃　4反120歩，四竹荘公田畠2反

強木南荘公田畠4反，2反18e歩

　〃　　！！　　3反，2反

弘福寺領広瀬荘田（平一444ほか）

　　　　1一　（　！！　）

　　　　！！　（　－！　）

河西荘公田1町

今井荘燈漁免田7反

　〃　　〃　　9反

（唱導公田畠7反125歩）

　〃燈油免国8反

　〃　　〃　　1町

（注）　（1）○印が皿池，（○）は四方堤ではあるが皿池とは断定できないもの

　　②　史料名がないのは延久2年興福寺雑役免田畠坪付（平一4639，4640）による。

　　　尚，　（　）を付したものは推定

（N

盾ﾁ

}）
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平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

は
大
幅
に
異
な
っ
た
極
め
て
小
さ
な
溜
池
で
し
が
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
溜
池
の
多
く
が
、
溜
池
と
関
係
の
認
め
ら
れ
な
い
小
字
名
の
部

分
に
所
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
溜
池
と
関
連
の
な
い
小
字
名
の
と
こ
ろ
に
あ
る
溜
池
は
、
平
安
期
頃
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
、
そ

れ
に
準
じ
た
状
況
で
あ
っ
た
、
と
い
う
作
業
仮
説
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
作
業
仮
説
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
小
字
名
確
定
の
プ
ロ

セ
ス
か
ら
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
例
外
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
奈
良
市
秋
篠
町
の
場
合
の
よ
う
に
、
小
字
名
が
溜
池
あ
る
い
は
条
里
の
一
町
方
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
単
位
を
大
幅
に
越
え
る
広
大
な
面
積
を
占
め
る
場
合
に
は
、
上
述
の
小
字
名
確
定
の
プ
ρ
セ
ス
さ
え
適
用
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
不
都
合
が

出
現
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
大
和
盆
地
の
平
野
部
の
ほ
と
ん
ど
全
域
に
お
い
て
、
事
実
上
は
こ
の
作
業
仮
説
の
適
用
は
可
能
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
文
献
史
料
が
全
く
欠
除
し
て
い
る
多
く
の
部
分
を
も
含
め
て
、
盆
地
全
域
を
直
接
の
検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
さ
て
、
溜
池
が
所
在
す
る
部
分
の
小
字
名
を
調
査
し
、
⑧
小
宇
名
が
溜
池
と
関
係
の
な
い
も
の
、
⑮
小
字
名
に
「
池
・
井
・
淵
」
な
ど
と
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

く
も
の
、
＠
a
・
b
以
外
、
す
な
わ
ち
b
で
は
な
い
が
a
と
も
確
定
で
き
な
い
も
の
、
④
「
新
池
」
と
い
う
小
字
名
の
も
の
、
の
四
つ
に
分
類

し
た
の
が
第
6
図
で
あ
る
（
◎
は
不
明
の
も
の
）
。

　
ま
ず
、
a
の
溜
池
が
極
め
て
多
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
a
は
平
安
期
に
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
第
6
図
の

よ
う
に
極
め
て
多
く
の
溜
池
が
当
時
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
溜
池
の
灌
概
範
囲
に
お
け
る
平
安
期
頃
の
灌
概
条
件
は
極
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
不
十
分
で
あ
っ
た
、
と
論
理
的
に
考
え
得
る
。
前
章
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
灌
概
条
件
に
規
欄
さ
れ
た
形
で
の
一
時
的
な
畠
の
存

在
は
も
と
よ
り
、
不
作
・
塗
師
な
ど
の
発
生
も
ま
た
十
一
世
紀
以
後
に
お
け
る
溜
池
築
造
に
よ
っ
て
克
服
さ
れ
て
い
る
弘
福
寺
領
・
今
吉
負
田

・
稲
吉
名
宮
田
な
ど
の
場
所
の
例
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
論
理
的
帰
結
は
具
体
的
事
例
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ

て
、
極
め
て
多
数
に
の
ぼ
る
a
の
溜
池
は
、
先
に
現
状
よ
り
少
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
条
里
地
割
内
部
の
水
田
の
面
積
の
拡
大
、
も

し
く
は
不
作
・
損
田
な
ど
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
不
安
定
な
耕
地
の
安
定
化
、
と
い
っ
た
プ
惇
セ
ス
と
対
応
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
第
2
表
か
ら
導
い
た
先
の
作
業
仮
説
は
、
平
安
期
に
存
在
せ
ず
、
そ
れ
以
後
に
築
造
さ
れ
た
溜
池
の
す
べ
て
を
網

羅
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
c
・
d
は
も
と
よ
り
、
b
の
溜
池
に
も
新
し
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
事
実
上
a
と
10工 （433）



同
じ
位
置
付
け
に
な
る
数
は
さ
ら
に
多
い
筈
で
あ
る
。

　
次
に
は
、
盆
地
中
央
部
の
溜
池
に
a
の
筆
工
が
多
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
第
2
蓑
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
姐
池
の
大
部
分
が
a
に
属
す
る

こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
皿
池
の
大
部
分
が
、
こ
の
よ
う
に
平
安
期
頃
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
条
里
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
町
方
格
に
規
鋼
さ
れ
た
こ
の
方
形
の
溜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
Φ
O

①
e
①

＄

。
，
辮
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o
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⑱
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緬

田灘1，；；

①
伽

ドじ

e　e　CEff）（

嵐
撫
h
ゲ

蛮
簿
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咀
郵

冨
i
I
一
⊥

鍮
蠣
㎜
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％

溜池の分類と勲臣条件復原の試み

　1＝aの溜池（および揚水機）のみによって累計されている部分
　2＝bの溜池，河川，天水によって灌概されている部分
　3：1・2の両方もしくは，C・dの溜池によって灌瀧されている部分

　4：不明および市街地

池
は
、
築
造
時
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
た

条
里
地
割
に
規
捌
さ
れ
て
で
き
た
形
態
で

　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
、
小
稿
で
は

形
態
論
に
は
立
入
ら
な
い
で
、
皿
池
と
谷

池
が
有
し
て
い
る
機
能
と
平
安
期
の
溜
池

の
事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当

時
の
灌
概
状
況
の
検
討
を
続
け
た
い
。

　
②
　
皿
池
・
谷
池
の
機
能
と
平
安
期
の
溜
池

　
さ
て
、
皿
池
の
多
く
は
条
里
プ
ラ
ン
に

規
綱
さ
れ
た
方
形
の
形
態
で
あ
る
が
、
こ

の
ほ
か
、
平
均
水
深
が
二
～
四
メ
ー
ト
ル

し
か
な
い
浅
い
池
で
あ
る
こ
と
、
四
方
に

築
堤
し
て
湛
水
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点

を
雄
踏
と
し
て
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
築
堤
量
の
割
に
は
湛
水
量
が
少
な
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平安期の大漁盆地における条里地割内部の土地利用（金田）
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　　　　　　　　　　　　　第6図
a：小字名が溜池と無関係な溜池

b：小字名に「～池」などと付くもの

。：aともbとも確定でぎないもの
d：小字名が「新手」という溜池

e：不明（未確認）

小字名による大和盆地床の

い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
第
4
図
の
中
の

皿
池
3
・
1
1
・
1
6
・
1
7
の
貯
水
量
が
各
々

田
鰻
、
三
・
五
万
、
三
・
七
六
万
、
三
・

八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
の
に
対
し
、

一
見
同
面
積
程
度
に
み
え
る
谷
池
1
9
・
2
2

は
六
・
六
万
、
五
・
八
四
万
立
方
メ
ー
ト

　
　
　
⑩

ル
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
皿
池
は
通
常
、
三
月
上
旬

～
六
月
上
旬
位
の
用
水
期
に
満
水
し
、
用

水
期
の
終
了
後
十
月
中
・
下
旬
に
減
水
し

て
底
水
を
残
す
だ
け
と
し
、
周
囲
の
水
田

　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
乾
燥
化
を
は
か
る
。
皿
池
に
湛
水
す
る

際
の
水
源
は
、
し
ば
し
ば
天
井
川
化
し
て

い
る
河
川
も
し
く
は
、
上
流
の
谷
を
せ
き

と
め
た
谷
池
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
皿
池

は
用
水
多
用
期
間
に
の
み
使
用
す
る
補
助

的
な
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

皿
池
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
付
近
よ
り

若
干
高
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
築
造
さ
れ
て
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い
る
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
上
述
の
川
原
城
池
・
丹
波
市
池
は
共
に
十
一
世
紀
に
は
壷
草
率
の
低
か
っ
た
部
分
、
す
な
わ
ち
お
そ
ら
く
は
微
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
水
が
か
り
の
よ
く
な
か
っ
た
部
分
に
築
造
さ
れ
て
お
り
、
第
2
表
4
1
の
北
池
が
、
十
二
世
紀
の
出
雲
荘
の
畠
地
で
あ
っ
た
部
分
で
あ
る
な
ど
、

そ
の
例
は
多
い
。
前
掲
第
4
図
の
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
が
2
1
の
蒲
池
の
西
側
へ
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
雨
池
が
下
流
側
へ

張
り
し
た
微
高
地
端
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
悔
い
る
。
さ
ら
に
著
名
な
唐
古
遺
跡
の
あ
る
唐
古
池
（
第
2
表
2
2
）
な
ど
、
皿
池
底
が
し

ば
し
ば
弥
生
式
遣
跡
の
場
所
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
微
地
形
的
立
地
条
件
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
。
小
字
名
と
文
献
史
料
と
の
照

合
作
業
に
よ
っ
て
か
な
り
の
も
の
が
平
安
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
定
し
た
皿
池
は
、
以
上
の
よ
う
な
形
態
と
立
地
条
件
に
よ
っ
て
補
助

的
な
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
な
補
助
的
機
能
は
、
例
え
ば
皮
作
率
を
高
め
た
り
、
得
田
率

を
よ
く
し
た
り
す
る
よ
う
な
耕
地
の
質
的
な
向
上
と
な
じ
み
易
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
平
安
期
頃
の
不
安
定
な
耕
地

を
安
定
化
し
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
集
約
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
多
く
の
皿
池
が
築
造
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
そ
れ
で
は
、
奈
良
・
平
安
下
郷
に
確
認
さ
れ
る
溜
池
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文
献
上
知
ら
れ
て
い
る
池
に
は
『
碍
本

書
紀
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
剣
池
・
狭
城
池
・
遮
駆
上
・
坂
手
池
・
韓
人
池
・
軽
池
・
鹿
垣
池
・
厩
蓮
池
・
磐
余
池
・
市
磯
池
・
高
市
池
・
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

原
池
・
肩
岡
池
・
管
原
池
・
搬
上
池
・
畝
傍
池
・
和
事
池
、
『
古
事
記
』
に
出
て
く
る
軽
之
酒
折
池
、
『
続
日
本
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
矢
田

池
・
馨
池
・
さ
ら
に
嚢
二
年
の
碑
に
よ
そ
知
ら
れ
る
益
田
池
な
ど
大
和
に
限
ぞ
も
そ
の
数
は
多
㎎
・
し
か
し
、
」
れ
ら
の
響
は
・
現

地
比
定
に
つ
い
て
も
諸
説
あ
り
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
ら
が
多
い
。
た
だ
、
最
近
詳
細
な
復
原
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る

　
　
⑮
　
　
　
　
⑯

磐
余
池
・
益
田
池
な
ど
が
い
ず
れ
も
谷
を
せ
き
止
め
て
湛
水
し
た
広
大
な
谷
池
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
ほ
か
奈
良
・

平
安
期
で
は
、
次
の
例
が
あ
る
。
ま
ず
上
述
の
「
額
安
寺
伽
藍
並
び
に
寺
領
図
」
に
は
ニ
カ
所
の
破
損
し
て
切
り
抜
か
れ
た
部
分
が
あ
り
、
つ
い

最
近
ま
で
、
現
存
し
て
い
た
大
和
郡
山
市
毒
草
寺
の
小
手
ケ
池
・
東
池
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
の
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
⑰

る
「
京
北
班
田
図
」
は
、
奈
良
帯
西
大
寺
か
ら
秋
篠
町
付
近
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
「
勅
旨
池
・
思
草
池
・
赤
出
田
池
・
院
池
・
新
海
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馨
し
及
び
現
在
の
あ
や
め
池
に
相
当
す
る
ら
し
き
線
と
小
さ
な
池
8
個
が
描
か
れ
て
い
る
。
春
鳥
（
新
海
池
）
は
現
在
の
ぬ
い
池
に
、
勅
旨
池
は

現
在
の
内
ケ
池
に
相
当
す
る
位
概
で
あ
る
。
後
者
の
小
字
は
大
池
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
応
三
年
（
＝
七
一
）
の
僧
義
助
譲
状
（
平
一
三
五
六
六
）

な
ど
に
み
え
る
「
大
和
国
縫
下
郡
秋
篠
平
内
大
池
町
に
当
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
池
は
「
限
東
小
路
、
限
南
峰
、
限
西
横
峰
、
限
北
峰
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

典
型
的
な
谷
池
で
あ
る
。
赤
黒
田
池
の
方
は
嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
の
「
西
大
寺
秋
篠
寺
相
論
絵
図
」
　
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
　
こ
の
図
に
は

「
南
側
・
北
樋
」
と
い
う
ニ
カ
所
の
水
門
の
あ
る
「
赤
皮
田
池
」
と
そ
の
上
流
側
に
「
今
池
」
を
描
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
池
の
東
側
一
方
が

堤
防
で
仕
切
ら
れ
た
や
は
り
典
型
的
な
谷
池
で
あ
る
。
ま
た
天
平
一
九
年
（
七
四
七
）
の
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
並
流
記
資
財
帳
に
も
「
大
倭
国
平
群

郡
寺
辺
三
聖
」
と
溜
池
の
記
載
を
し
て
い
る
。
こ
れ
が
具
体
的
に
ど
の
池
を
指
す
も
の
か
は
不
明
と
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
延
久
四
年

（一

Z
七
二
）
国
権
律
師
某
事
案
（
平
一
一
〇
九
〇
）
の
平
群
郡
八
条
一
〇
里
四
坪
東
北
の
「
字
纂
田
池
」
、
あ
る
い
は
承
安
二
年
（
一
一
七
二
）
尼
浄
妙

田
地
譲
状
（
平
－
三
六
一
四
）
の
同
一
一
坪
に
関
連
す
る
「
字
開
補
池
」
は
い
ず
れ
も
一
応
「
騰
馬
」
に
相
当
し
、
後
者
は
法
隆
寺
西
方
の
桜
池

の
位
置
で
あ
る
。
平
群
郡
で
は
こ
の
ほ
か
承
平
七
年
（
九
三
七
）
の
信
貴
山
寺
資
材
帳
写
（
平
－
四
九
〇
四
）
に
も
八
条
一
四
里
＝
ハ
坪
に
「
下
畑
壷

処
」
の
所
在
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）
の
大
和
国
高
市
郡
司
刀
禰
等
解
案
（
平
1
一
一
三
四
）
に
　
「
佐
志
池
・
桜
井
池
・
剣

池
・
軽
池
・
懸
軍
池
」
の
名
が
み
え
、
剣
池
・
軽
愚
は
日
本
書
紀
に
も
み
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
「
大
和
国
東
喜
殿
上
坪
付
図
」
に

も
、
二
六
条
二
里
十
九
坪
に
「
池
四
段
小
」
の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
標
高
八
七
メ
ー
ト
ル
の
日
高
山
北
麓
に
位
置
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
の
確
認
で
き
る
例
が
す
べ
て
谷
池
的
構
造
で
あ
り
、
確
認
で
き
な
い
も
の
も
谷
や
山
麓
付
近
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
例
が
多

い
こ
と
か
ら
や
は
り
同
様
の
構
造
を
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
小
束
荘
関
係
の
文
書
に
は
山
麓
部
に
当
る
一
三
条
三
里
三
〇
坪
三
段
（
平
－
二
〇
二
五
）
、
　
一
四
条
四
里
二
五
坪
（
平
一
＝
二
五
二
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

同
三
六
坪
三
段
（
平
1
一
四
六
〇
）
な
ど
の
池
の
ほ
か
に
、
平
地
に
墨
金
す
る
一
四
条
四
里
一
〇
坪
に
一
段
（
平
i
二
五
〇
七
）
の
池
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
前
述
の
平
田
荘
内
検
帳
（
平
一
二
六
五
二
）
に
も
現
在
の
当
麻
町
長
尾
の
古
池
の
南
側
に
当
る
葛
下
郡
二
五
条
九
里
一
六
坪
に
二
段
の
池
を

記
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
、
た
と
え
平
地
に
あ
っ
て
も
極
め
て
小
規
模
な
も
の
で
、
後
の
皿
池
と
は
随
分
異
な
る
。
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さ
ら
に
下
っ
て
鎌
倉
期
で
は
、
文
治
二
年
（
＝
八
六
）
の
大
和
池
田
田
丸
帳
（
鎌
一
二
〇
一
）
に
み
え
る
「
細
井
池
」
、
嘉
元
四
年
（
ニ
ニ
〇
六
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

大
和
国
横
田
荘
土
帳
に
み
え
る
四
町
分
の
「
池
」
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
若
槻
出
土
帳
に
み
ら
れ
る
二
語
間
の
池
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
文
治
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

年
の
細
井
池
と
は
、
現
在
の
奈
良
市
池
田
の
広
大
寺
池
（
第
4
図
1
）
で
あ
り
、
形
態
も
規
模
も
ほ
ぼ
現
状
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
百
年
余
り
前
の
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
は
池
の
南
半
部
に
当
る
部
分
に
興
福
寺
雑
役
免
長
講
免
田
三
段
が
あ
り
（
平
一
四
六
三
九
．
四
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

○
）
、
当
時
の
溜
池
は
北
半
部
だ
け
で
あ
っ
た
か
、
も
し
く
は
こ
の
溜
池
が
少
な
く
と
も
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
現
在
の
広
大
寺
池
の
南
南
部
が
重
池
的
で
あ
り
、
北
半
部
が
浅
い
開
折
谷
を
利
用
し
た
谷
池
的
な
構
造
で
あ
る
と
い
っ
た
差
異
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
い
は
こ
の
両
者
の
水
利
権
上
の
差
異
と
い
っ
た
点
と
も
矛
盾
し
な
い
。
す
な
わ
ち
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二
世
紀
末
の
時
期
に
、
現
状
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

な
溜
池
の
完
成
を
み
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
横
田
夜
戦
帳
の
池
は
、
そ
の
土
帳
の
一
部
に
堤
の
所
在
を
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
溜
池
と

み
ら
れ
る
が
、
そ
の
位
置
は
前
掲
第
4
図
1
3
の
位
置
に
当
り
、
そ
こ
に
は
東
へ
く
い
込
ん
だ
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
等
高
線
が
確
認
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
一
四
世
紀
初
頭
の
こ
の
溜
池
も
浅
い
開
折
谷
を
利
用
し
た
谷
池
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
の
若
槻
荘
の
池
と
は

現
在
の
大
和
郡
山
市
若
槻
の
若
槻
池
（
第
4
図
2
）
に
当
り
、
土
建
の
記
載
に
比
べ
北
部
で
約
半
町
分
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
現
状
に

近
く
、
典
型
的
な
皿
池
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
渡
辺
澄
夫
に
よ
れ
ば
、
平
安
末
・
．
鎌
倉
初
期
に
も
こ
の
溜
池
の
所
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
か

醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
し
得
る
典
型
的
な
皿
池
で
は
最
も
古
い
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
平
安
期
前
後
に
確
認
で
き
る
溜
池
の
ほ
と
ん
ど
が
谷
池
、
も
し
く
は
谷
池
的
な
も
の
で
あ
り
、
若
槻
池
以
外
は
重
池
で

は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
も
先
の
推
定
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
平
安
期
に
は
、
現
在
み
ら
れ
る
よ
う
な
多
く
の
心
心
の
ほ
と

ん
ど
が
存
在
せ
ず
、
谷
池
も
し
く
は
谷
池
的
な
溜
池
が
知
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
の
よ
う
な
平
安
期
頃
か
ら
確
実
に
あ
っ
た
溜
池
で
現
存
し
た
も
の
、
す
な
わ
ち
額
安
本
図
の
二
つ
の
池
、
剣
池
・
細
井
池
、

若
槻
池
な
ど
の
小
字
名
は
「
小
手
ケ
池
・
東
池
・
石
川
池
・
広
大
寺
池
・
住
古
池
」
と
い
っ
た
名
称
で
あ
り
、
こ
の
他
に
も
著
名
な
興
福
寺
の

猿
沢
池
（
小
字
名
も
同
様
）
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
、
前
述
の
分
類
の
b
に
当
る
。
従
っ
て
こ
れ
の
み
か
ら
す
れ
ば
、
b
は
a
と
は
逆
に
平
安
期
頃
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か
ら
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
溜
池
と
な
る
。
た
だ
こ
の
揚
合
に
は
、
前
述
の
よ
う
な
溜
池
築
造
と
小
字
名
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
推
論
を

想
起
し
て
も
、
論
理
的
に
ス
ト
レ
…
ト
に
時
期
認
定
の
資
料
と
は
な
ら
な
い
。
新
し
い
も
の
で
も
当
然
b
に
属
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
例
え
ば
、
当
時
す
で
に
存
在
し
て
い
た
筈
で
あ
る
古
墳
の
周
濠
に
、
a
ま
た
は
。
の
ケ
ー
ス
に
な
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

古
墳
の
部
分
の
小
字
名
に
は
周
濠
と
墳
丘
を
一
括
し
て
一
つ
の
小
字
と
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
の
場
合
例
え
ば
ウ
ワ
ナ
ベ
古
墳
・
コ
ナ
ベ

古
墳
・
薄
行
天
皇
陵
な
ど
が
「
ウ
ハ
鍋
・
小
鍋
・
向
山
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
墳
丘
の
方
に
重
点
を
お
い
た
小
字
名
と
な
っ
て
い
る
例
が
多
く
、

小
字
名
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
み
て
も
当
然
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
第
6
図
の
よ
う
に
、
谷
池
も
し
く
は
谷
池
的
な
立
地
の
溜
池
に
、

結
果
的
に
b
の
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多
い
こ
と
に
は
や
は
り
注
目
し
て
よ
い
。

　
偶
平
安
期
の
灌
瀧
条
件
の
推
定

　
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
和
盆
地
は
地
形
的
に
完
結
し
た
地
域
で
あ
り
、
周
囲
か
ら
流
入
す
る
川
の
水
量
の
合
計
も
、
合
流
し
て
大
和

川
と
な
っ
て
流
出
す
る
水
最
も
、
平
安
期
と
現
状
と
が
大
き
く
異
な
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
盆
地
の
平
地
部
分
の
面
積
に
比
べ
て
集
水
面
積
が

狭
く
、
平
野
を
充
填
す
る
水
田
の
土
塁
は
、
ま
ず
乏
し
い
水
量
を
最
大
源
に
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
山
麓
の
小
河
谷
に
は
谷
池
を
、
平
地
に
は
皿
池
を
、
い
ず
れ
も
極
め
て
数
多
く
築
造
し
、
限
ら
れ
た
水
量
を
盆
地
内
に
少
し
で
も
長
く

と
ど
め
、
灌
概
に
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
と
に
引
池
は
、
築
堤
星
の
わ
り
に
は
財
水
量
が
少
な
く
、
ま
た
微
高
地
に
一
時
的
に
湛
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
給
水
す
る
補
助
的
機
能
し
か
果
し
得
ず
、
平
地
に
築
造
す
る
ゆ
え
に
生
ず
る
池
敷
の
面
積
の
無
駄
も
多
い
筈
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ま
で
し
て
、
条
里
地
割
内
部
の
水
田
を
現
状
の
よ
う
な
連
年
耕
作
の
可
能
な
比
較
的
安
定
し
た
耕
地
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

い
ま
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
溜
池
を
築
造
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
に
水
田
を
開
発
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
安
定

し
た
説
諭
条
件
を
整
え
る
こ
と
、
水
田
秀
作
率
を
高
め
、
得
田
の
比
率
を
高
め
る
作
業
を
続
け
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
以
下
の
検
討
の
方
向
に

合
わ
せ
て
再
言
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

　
す
な
わ
ち
、
溜
池
は
灌
概
条
件
を
良
く
す
る
た
め
に
築
造
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
築
造
後
は
そ
れ
以
前
よ
り
灌
概
条
件
が
よ
く
な
っ
て
い
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る
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
、
前
述
の
a
に
属
す
る
溜
池
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
平
安
期
に
は
一
概
が
極
め
て
不
十
分
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
さ
て
、
第
6
図
に
戻
り
た
い
。
こ
の
図
は
、
　
「
大
和
平
野
水
利
系
統
図
」
に
よ
っ
て
、
灌
概
状
況
の
区
分
を
試
み
た
も
の
で
も
あ
る
。
水
利

系
統
図
は
、
灌
概
方
法
に
よ
っ
て
「
溜
池
利
用
地
域
・
河
川
利
用
地
域
・
揚
水
機
利
用
地
域
・
天
水
地
」
及
び
そ
れ
ら
の
重
複
地
域
に
区
分
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
水
源
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
6
図
を
作
製
す
る
為
に
次
の
よ
う
な
前
提
条
件
を
設
定
し
た
。
ω
河
川
灌
概
と
天
水

地
は
b
の
溜
池
に
よ
る
灌
概
と
同
様
に
扱
う
。
㈹
揚
水
機
に
よ
る
灌
瀧
は
a
の
溜
池
に
よ
る
灌
概
と
同
様
に
扱
う
。
㈹
c
・
d
の
溜
池
は
、
a

・
b
と
同
時
使
用
さ
れ
て
い
る
都
分
で
は
問
題
と
せ
ず
、
単
独
使
用
の
場
合
に
は
後
述
の
③
に
分
類
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
①
、
a
の
溜
池
（
揚
水
機
を
含
む
）
に
よ
っ
て
の
み
直
奏
さ
れ
て
い
る
部
分
、
②
b
の
溜
池
（
河
川
灌
概
．
天
水
地
を
含

む
）
に
よ
っ
て
の
み
灌
概
さ
れ
て
い
る
部
分
、
③
乱
・
b
の
両
者
あ
る
い
は
。
・
d
の
溜
池
の
み
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
て
い
る
部
分
に
三
大
別

し
た
の
が
第
6
図
で
あ
る
。
①
は
、
平
安
期
と
現
在
と
を
比
べ
た
時
に
灌
概
条
件
に
最
も
大
き
な
差
異
の
あ
る
可
能
性
が
高
い
部
分
、
②
は
最

も
違
い
の
少
い
可
能
性
の
あ
る
部
分
、
③
は
①
と
②
の
中
間
的
性
格
の
範
囲
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
揚
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
灌
概
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
に
属
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
a
の
溜
池
と
同
様
に
扱
う
こ
と
に
当
面
聞
題
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
河
川
灌
概
の
方
は
、
一
般
的
に
は
平
安
期
に
お
い
て
も
利
用
し
得
た
と
、
と
り
あ
え
ず
理
解
し
て
お
き
た
い
。
天
水
地

も
こ
れ
に
準
じ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
前
掲
の
承
保
三
年
（
一
〇
七
六
）

大
和
国
高
市
郡
司
刀
禰
等
解
案
に
記
載
さ
れ
た
「
木
葉
堰
・
豊
浦
堰
・
大
堰
・
今
堰
・
橋
堰
・
飛
田
堰
・
佐
味
堰
」
の
七
堰
が
、
い
ず
れ
も
現

在
も
飛
鳥
川
に
設
け
ら
れ
て
い
る
堰
と
合
致
し
、
か
つ
灌
概
に
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
和
田
輩
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
な
溜
池
の
場
合
に
比
べ
れ
ば
変
化
が
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
弘
福
寺
領
山
辺
荘
に
お

け
る
現
天
骨
の
高
い
部
分
が
、
平
安
期
以
来
都
市
化
寸
前
ま
で
河
川
灌
概
に
よ
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

従
っ
て
、
②
の
う
ち
河
川
灌
概
に
よ
る
部
分
は
灌
概
条
件
に
最
も
変
化
の
少
な
か
っ
た
部
分
と
な
ろ
う
。
し
か
し
逐
一
証
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
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平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

で
は
な
く
、
b
の
溜
池
に
は
新
し
い
も
の
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
②
の
う
ち
に
も
実
質
的
に
は
①
も
し
く
は
③
と
等
し
い
部
分
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
推
論
を
進
め
て
み
よ
う
。
①
の
変
化
の
学
舎
が
大
き
い
部
分
と
は
、
か
つ
て
濡
話
条
件
が
よ
く
な
か
っ
た
た
め
に
溜
池
を
新
た
に
築

造
し
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
②
の
よ
う
な
変
化
の
少
な
い
部
分
と
は
、
さ
ほ
ど
変
革
の
必
要
が
な
か
っ
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
①
は
特
に
灌
概
条
件
が
よ
く
な
く
、
畠
・
不
安
定
耕
地
・
損
田
の
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
部
分
、
②
は
比
較
的

水
田
の
比
率
が
高
く
、
ま
た
安
定
し
た
耕
地
、
得
田
の
比
率
も
高
か
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
部
分
と
い
え
る
。
⑧
は
こ
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ

れ
る
か
ま
た
は
そ
の
中
高
的
な
状
態
の
部
分
と
な
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
①
・
②
・
③
に
区
分
し
た
内
部
が
均
一
の
灌
概
条
件
で
あ
っ
た
可
能

性
は
全
く
な
く
、
先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
一
定
の
範
囲
内
に
お
い
て
も
、
微
地
形
条
件
な
ど
に
規
欄
さ
れ
て
様
々
な
状
態
で
あ
っ
た
。
し

か
も
、
以
上
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
前
提
条
件
を
設
定
し
て
、
機
械
的
に
処
理
し
た
結
果
が
第
6
図
で
あ
り
、
例
え
ば
布
く
最
近
に
至
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

干
害
に
悩
ま
さ
れ
た
部
分
が
多
か
っ
た
大
和
盆
地
全
域
を
す
べ
て
一
真
に
安
定
度
の
高
い
状
態
と
仮
定
し
た
こ
と
な
ど
、
極
め
て
相
対
的
な
推

論
で
あ
る
。
し
か
し
、
論
理
的
に
は
上
述
の
推
論
は
成
立
し
得
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
全
く
無
意
味
で
は
な
か
ろ
う
。

　
同
図
に
よ
れ
ば
、
①
の
部
分
が
極
め
て
多
い
こ
と
、
②
の
部
分
が
盆
地
北
・
東
・
南
部
の
山
麓
に
近
い
部
分
、
及
び
寺
川
流
域
と
盆
地
中
央

部
付
近
に
多
い
こ
と
、
な
ど
が
目
に
つ
く
。
こ
の
う
ち
盆
地
中
央
部
の
河
川
舎
流
点
付
近
に
多
い
②
の
部
分
な
ど
は
、
か
え
っ
て
水
損
の
可
能

性
の
高
い
部
分
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
平
安
期
の
耕
地
の
安
定
性
と
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
例
え
ば
先
に
対
比
し
た
弘
福

寺
領
の
広
瀬
荘
と
出
辺
荘
の
大
部
分
は
③
と
②
と
な
り
、
ま
た
稲
吉
名
題
田
及
び
今
吉
負
田
は
①
も
し
く
は
⑧
と
な
る
か
ら
一
応
こ
れ
ら
の
例

に
関
し
て
は
予
盾
が
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
大
和
盆
地
の
大
部
分
で
は
灌
概
の
方
法
や
条
件
に
こ
の
よ
う
に
大
幅
な
改
変
が
加
え
ら
れ
て
現
状
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の

試
論
に
は
さ
ら
に
、
土
地
条
件
と
第
6
図
と
の
対
比
検
討
、
あ
る
い
は
史
料
の
豊
富
な
近
世
以
降
の
干
損
・
水
損
な
ど
の
状
況
と
の
対
比
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
加
え
る
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
安
期
に
は
、
現
在
以
上
に
灌
概
が
不
十
分
で
あ
っ
た
部
分
が
、
極
め
て
広
範
囲
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に
及
ん
で
い
た
こ
と
は
以
上
に
よ
っ
て
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

①
　
奈
良
県
溜
池
台
帳
（
奈
良
累
耕
地
課
、
昭
和
二
入
年
調
査
）
に
は
、
溜
池
の
形

　
式
を
「
一
方
堤
・
二
方
堤
・
三
方
堤
・
四
方
堤
」
に
分
類
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

　
を
使
用
し
て
四
方
堤
の
も
の
を
皿
池
と
理
解
し
た
。
三
方
堤
と
は
中
間
的
で
あ
る

　
が
ほ
と
ん
ど
の
場
合
谷
池
的
構
造
と
み
な
さ
れ
る
。

②
　
前
掲
①
の
溜
池
台
帳
に
は
「
工
期
」
の
欄
が
あ
り
、
　
「
三
〇
〇
年
前
と
推
定
」

　
と
い
っ
た
具
合
に
、
築
造
期
の
推
定
を
し
て
い
る
。
こ
れ
を
集
計
し
た
結
果
を

　
「
奈
良
平
野
に
お
け
る
農
業
水
利
の
展
朋
」
（
前
々
八
章
注
⑯
）
に
掲
げ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
古
代
1
2
、
奈
良
0
、
平
安
初
期
9
、
平
安
後
期
3
、
鎌
倉
室
町

　
3
6
、
戦
圏
2
8
、
安
±
桃
山
1
3
、
徳
用
前
期
7
5
、
徳
川
中
期
8
9
、
徳
川
後
期
7
0
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
治
前
期
7
6
、
明
治
中
期
2
8
、
男
治
後
期
3
4
、
大
正
1
6
、
昭
和
2
6
、
戦
後
6
、
不
明

　
1
1
」
と
な
る
が
、
前
記
台
帳
そ
の
も
の
が
、
本
来
管
理
者
の
届
け
出
を
集
計
し
た

　
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
古
い
部
分
で
は
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
不
正
確
と
思
わ
れ
る
。

　
以
下
の
考
察
で
は
、
溜
池
台
帳
の
こ
の
「
工
期
」
と
も
「
応
の
対
比
を
し
て
み
た

　
が
、
結
果
的
に
は
そ
の
ま
ま
で
は
使
用
不
可
と
判
断
…
し
た
。
現
地
に
お
け
る
溜
池

　
築
造
期
に
関
す
る
都
島
的
な
も
の
、
と
い
っ
た
風
に
位
置
付
け
て
お
く
の
が
妥
当

　
と
解
さ
れ
る
。

③
　
前
掲
①
の
溜
池
台
帳
に
よ
れ
ば
、
奈
良
県
の
受
益
面
積
5
町
以
上
の
溜
池
一
、

　
六
三
二
、
以
下
の
も
の
一
二
、
一
六
九
、
計
一
三
、
八
〇
一
と
な
り
、
堀
内
義
隆

　
は
盆
地
に
お
け
る
そ
の
数
八
三
、
○
○
○
と
し
て
い
る
（
前
々
々
章
注
⑭
、
一
九

　
五
五
年
）
。
筆
者
が
数
え
、
ま
た
調
査
対
象
と
し
た
も
の
は
、
馬
見
丘
陵
中
の
も

　
の
な
ど
極
端
に
小
さ
な
も
の
を
除
い
た
結
果
で
あ
る
。

④
　
水
津
｝
朗
「
小
字
と
耕
区
」
（
『
社
会
集
団
の
生
活
空
間
』
一
九
六
九
年
）
で
は
、

　
小
字
の
機
能
を
検
討
し
て
水
利
や
経
賞
の
単
位
な
ど
と
の
関
連
を
推
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
和
の
例
で
は
な
い
が
小
字
の
繭
積
が
三
～
六
〇
〇
歩
の
も
の
が
多
い
こ

　
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
条
黒
地
割
の
坪
と
の
一
般
的
な
関
連
に
も
言
及
し
て
い
る
。

⑤
　
平
野
中
央
部
の
条
里
地
割
内
部
に
は
、
こ
の
よ
う
な
例
は
極
め
て
少
な
く
、
旧

　
秋
篠
村
の
ほ
か
、
旧
七
条
村
な
ど
山
麓
部
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

⑥
　
小
字
名
調
査
は
、
主
と
し
て
昭
和
四
六
年
に
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
折
御
世
話
に

　
な
り
ま
し
た
京
都
大
学
文
学
部
水
津
一
朗
先
生
な
ら
び
に
天
理
図
書
館
・
各
市
町

　
村
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
第
6
図
に
は
ま
だ
不
明
の
溜
池
が
多
々
あ
る

　
が
、
論
述
に
は
影
響
す
る
こ
と
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
不
明
の
部
分
に

　
は
、
境
在
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
い
る
「
大
和
条

　
里
総
合
調
査
」
の
結
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
部
分
も
あ
る
筈

　
で
あ
る
。

⑦
　
c
に
は
例
え
ば
池
名
が
「
水
上
池
」
、
小
字
名
が
「
水
上
」
と
い
っ
た
ケ
ー
ス

　
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
d
は
厳
密
に
は
b
に
属
す
が
、
し
か
し
そ
の
名
称
故
に
比
較

　
的
新
し
い
と
判
断
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
別
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。

⑧
第
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
当
時
の
水
固
面
積
は
現
状
よ
り
少
な
か
っ
た

　
の
で
あ
る
か
ら
、
溜
池
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
水
田
面
積
の
増
加
に
対

　
応
し
た
も
の
で
、
灌
概
条
件
の
質
的
向
上
と
は
関
係
が
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
レ

　
ト
リ
ッ
ク
は
成
立
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
第
三
章
の
諸
例
及
び
a
の

　
数
の
多
さ
で
あ
る
。

⑨
　
こ
の
点
は
別
稿
「
荘
園
村
落
の
景
観
」
　
（
戸
田
芳
実
編
『
有
斐
閣
新
書
日
本
史

　
2
』
、
編
集
中
）
に
詳
説
す
る
予
定
で
あ
る
。

⑩
奈
良
県
溜
池
台
帳
、
前
掲
①

⑬
堀
内
義
隆
「
灌
概
構
造
か
ら
み
た
る
奈
良
盆
地
の
地
域
性
」
（
前
々
々
章
注
⑭
）
。

⑫
田
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
部
分
に
の
み
「
浮
免
畠
」
六
段
が
あ
る
（
鎌
一
二
〇

　
三
）
。

⑬
筆
者
が
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
在
学
中
に
受
講
し
た
藤
岡
謙
二
郎
先
生

　
の
講
義
（
昭
和
四
七
年
度
）
に
お
い
て
、
日
本
書
紀
中
の
溝
池
に
関
す
る
部
分
が
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平安期の大和盆地における条里地割内部の土地利用（金田）

　
あ
り
、
有
益
な
示
唆
を
受
け
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
古
代
の
溜
池
に
つ
い
て
は
、
末

　
永
雅
雄
に
注
⑭
の
論
文
が
あ
っ
て
概
括
的
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

⑭
末
永
雅
雄
「
大
和
の
古
墳
・
池
・
条
里
」
（
『
奈
良
文
化
論
叢
』
）
、
一
九
六
七
年
、

　
　
同
『
池
の
文
化
』
、
一
九
七
二
年
。

⑮
和
田
葦
「
磐
余
地
方
の
歴
史
的
研
究
一
磐
余
の
諸
宮
－
磐
余
池
に
関
連
し

　
て
一
」
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
編
、
『
磐
余
・
池
ノ
内
古
墳
群
』
）
一
九
七
三
年
。

⑯
　
和
田
葦
「
見
瀬
丸
山
古
墳
の
被
葬
者
－
「
継
体
・
欽
明
朝
内
乱
」
に
関
連
し

　
て
…
」
　
（
『
日
本
書
紀
研
究
』
7
）
一
九
七
三
年
頃

⑰
岸
俊
男
「
班
田
図
と
条
里
制
」
（
冊
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
国
史
学
論
集
』
）
一
九

　
五
九
年
。

　
　
大
井
重
二
郎
「
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図
に
つ
い
て
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』

　
六
一
一
〇
・
一
一
）
一
九
五
九
年
。

⑱
　
西
岡
虎
之
助
編
『
日
本
荘
園
絵
図
集
成
』
、
上
、
　
一
九
七
六
年
所
収
の
写
真
版

　
に
よ
る
。
赤
亀
田
池
は
、
京
北
班
田
図
で
は
京
北
二
条
一
里
に
描
か
れ
て
お
り
、

　
現
在
そ
の
位
置
に
相
当
す
る
部
分
に
は
池
は
存
在
し
な
い
が
、
旧
西
大
寺
村
に
小

　
字
「
赤
田
」
が
あ
っ
て
そ
の
遺
称
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、
薄
紗
池
に
相
当
す

　
る
溜
池
も
現
存
し
な
い
（
拙
稿
「
奈
良
・
平
安
期
の
村
落
形
態
に
つ
い
て
」
、
前

　
同
一
1
⑯
）
。

⑲
稲
垣
（
前
々
白
墨
注
⑰
）
は
、
小
東
荘
に
闘
要
す
る
溜
池
と
し
て
、
こ
の
ほ
か

　
現
在
の
河
合
町
の
大
門
池
・
釈
迦
池
が
平
安
時
代
に
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し

　
て
い
る
が
、
両
者
と
も
山
麓
の
谷
池
的
な
も
の
で
あ
る
。

⑳
渡
辺
澄
夫
・
喜
多
芳
之
編
『
大
和
國
若
槻
庄
史
料
』
第
一
巻
二
九
七
三
年
）

　
六
お
よ
び
付
図

⑳
　
『
大
和
国
若
槻
荘
史
料
』
第
一
巻
七

＠
　
渡
辺
澄
夫
『
増
訂
畿
内
庄
園
の
基
礎
構
造
』
上
、
二
〇
一
一
～
二
一
五
頁
、
一
九

　
七
〇
年

⑳
　
渡
辺
（
前
掲
⑫
）
は
、
こ
れ
を
誤
記
の
可
能
性
あ
り
、
と
す
る
が
、
む
し
ろ
こ

　
の
よ
う
に
解
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

＠
　
渡
辺
前
掲
⑫
、
お
よ
び

　
　
稲
垣
泰
彦
「
荘
園
開
発
の
あ
と
を
さ
ぐ
る
一
…
大
和
国
池
田
荘
」
（
稲
垣
編
『
荘

　
園
の
世
界
』
）
一
九
七
三
年
。

⑯
　
拙
稿
「
奈
良
・
平
安
期
の
村
落
形
態
に
つ
い
て
」
　
（
前
々
々
章
注
曾
）
で
指
摘

　
し
た
集
村
化
と
時
期
を
等
し
く
す
る
。

⑳
　
渡
辺
、
前
掲
⑳

⑰
　
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
実
施
し
た
若
槻
荘
の
発
掘
予
備
調
査
（
昭
和
五
〇
年
）

　
の
際
の
ト
レ
ン
チ
で
は
若
槻
池
東
部
で
表
土
直
下
に
古
墳
時
代
の
遺
構
が
あ
る
の

　
に
、
東
南
部
で
は
十
二
世
紀
の
溝
が
は
る
か
に
深
い
位
置
に
推
定
さ
れ
て
い
る
、

　
（
昭
和
五
〇
年
六
月
な
ら
び
に
八
月
の
発
掘
調
査
検
討
会
資
料
お
よ
び
ト
レ
ン
チ

　
観
察
に
よ
る
）
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
若
槻
池
も
西
へ
張
り
出
し
た
台
地
端

　
に
位
置
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑱
　
逆
に
例
え
ば
、
奈
良
市
の
里
国
天
皇
陵
は
全
体
が
小
字
西
池
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
来
墳
丘
に
主
体
が
あ
る
場
合
に
は
、
小
字
名
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
て
当
然
と
思

　
わ
れ
る
が
、
b
の
溜
池
の
起
源
を
潮
ら
せ
ら
れ
な
く
な
る
例
外
要
困
で
あ
る
こ
と

　
に
は
違
い
な
い
。

㊥
　
個
別
に
は
注
記
で
き
な
い
が
、
宝
月
圭
吾
『
中
世
灌
概
史
の
研
究
』
一
九
三
三

　
年
、
に
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

⑳
堀
内
前
掲
⑪

　
　
竹
内
常
行
「
溜
池
の
分
布
に
つ
い
て
」
（
『
地
理
学
評
論
』
一
五
一
五
）
一
九
三
九
年
。

⑳
前
章
注
⑨

⑳
　
こ
の
主
体
は
湧
水
に
よ
る
灌
概
で
あ
る
。

⑳
　
和
田
葦
「
飛
鳥
川
の
堰
－
弥
勒
石
と
道
場
法
師
i
」
（
『
日
本
史
研
究
』
一

　
三
〇
）
一
九
七
二
年
。

⑭
　
し
か
し
、
河
川
灌
瀧
の
部
分
が
す
べ
て
、
平
安
期
と
同
様
で
あ
る
と
直
結
で
き

　
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
b
の
溜
池
と
同
じ
ウ
エ
イ
ト
で
扱
っ
て
み
た
。
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⑳
　
傍
え
ば
、
小
林
重
幸
（
前
々
々
章
注
⑮
）
の
分
布
図
に
よ
っ
て
も
、
干
害
の
程

五
　
お
　
わ
　
り
　
に

度
は
場
所
に
よ
る
違
い
が
大
ぎ
い
。
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以
上
、
ま
ず
文
献
史
料
と
そ
の
現
地
比
定
に
よ
っ
て
、
平
安
期
の
大
那
盆
地
の
条
里
地
割
内
部
に
は
、
④
荒
地
や
事
実
上
の
畠
が
意
外
に
多

く
、
＠
現
作
劇
が
低
い
場
合
も
多
か
っ
た
こ
と
、
⑳
た
と
え
作
付
し
て
も
収
穫
が
ほ
と
ん
ど
な
い
損
田
も
多
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た
。
そ
の
上
で
、
㊥
弘
福
寺
領
、
稲
吉
名
負
田
、
今
吉
負
田
、
栄
山
寺
領
そ
の
他
の
具
体
的
分
析
か
ら
、
イ
・
ロ
・
ハ
が
い
ず
れ
も
微
地
形

条
件
や
新
羅
状
況
に
規
制
さ
れ
て
ほ
と
ん
ど
余
儀
な
く
生
じ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
田
畠
の
坪
付
史
料
、
小
字
名

な
ど
を
援
用
し
つ
つ
、
溜
池
灌
概
網
の
形
成
に
関
し
て
試
論
を
展
開
し
、
こ
れ
ら
が
盆
地
内
に
お
い
て
董
的
に
ど
の
程
度
を
占
め
て
い
る
の
か

を
さ
ぐ
る
試
み
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
㊥
皿
池
の
大
部
分
が
平
安
期
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
至
り
、
そ
の
他
の
灌
概
方
法

を
考
慮
し
て
も
、
㊦
平
安
期
の
灌
概
条
件
は
一
般
に
か
な
り
悪
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。

　
し
か
し
、
平
安
期
の
灌
瀧
条
件
と
そ
の
空
闘
的
な
広
が
り
の
状
況
の
復
原
の
試
み
は
じ
め
、
ま
だ
試
論
の
域
を
出
な
い
こ
と
も
多
く
、
さ
ら

に
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
論
述
の
図
的
の
一
つ
を
こ
こ
に
据
え
た
た
め
に
、
第
四
章
の
視
点
と
方
法
は
本
来
微
細
な
変
化
を
追

求
す
る
に
は
不
向
き
で
あ
り
、
結
果
的
に
平
安
期
を
フ
ラ
ッ
ト
に
と
り
扱
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
も
、
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
ほ
と
ん
ど
全
編
を
、
実
際
の
農
業
的
土
地
利
用
と
そ
の
微
地
形
条
件
な
ら
び
に
灌
概
条
件
に
限
定
し
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
政
治
的

・
臆
度
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
要
因
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
留
保
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
無
関
係
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
は

こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
か
ら
み
あ
っ
て
一
層
複
雑
な
展
開
を
示
し
て
き
た
筈
で
あ
る
。
た
だ
、
微
地
形
・
灌
概
条
件
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
こ

が
ど
の
よ
う
に
と
い
う
土
地
利
用
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
説
明
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
多
少
意
外
な
感
が
し
な
い
で
も
な
い
が
、
留
意
し

て
お
き
た
い
ゆ
こ
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
も
今
後
に
期
し
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
手
門
学
院
穴
学
講
師
京
都
布
西

）

　
　
小
稿
の
作
成
に
際
し
、
文
部
省
科
学
研
究
費
一
般
。
（
代
表
者
浮
田
典
良
、
課
題
盛
暑
　
二
五
八
〇
九
二
）
の
一
部
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
深
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。



wages．

　　For　tkese　reasons，　regular　interchange　of　paddy　field　was　sustained，

which　allegedlly　resuited　from　a　intension　of　labor　servlce　（dienst）．

And　petty　peasant　owning　the　field　of　one　bau　（O．7ha）　or　so　was　not

dissolved，　while　non－owning　peasant　was　absorbed　into　the　plantation

as　laborer．　The　indigenous　agriculture　based　upon　irrigation　couldn’t

bttt　be　devastated　because　of　a　lower　level　of　technical　development

such　as　the　continuance　of　land－interchange，　culture－system　of　early

ripening　sugar　cane，　decreasing　fertility　and　insufficiency　of　irrigation

water．

The　Agricultura正しand　Use　in／bri条理System　of

　　Yamato　Basin　for　Four　Centuries　before　120e

by

Al〈ihiro　KiRda

　　Analyzing　the　materials　wh圭ch圭llustrate　the　agricultural　lalld　use

and　applying　it　to　the　actual　spots，　I　found　that　there　were　many　lands

which　were　not　arable　or　not　paddy　fields　in／bri　Systdm　of　Yamato

Basin　for　four　centuries　before　1200　and　that三n　case　of　the　low　rat量o

of　planting　areas　to　arable　land，　they　had　no　crop．　Moreover　judging

from　some　cases，　such　as　the　estates　of　Gufufebl　Temp玉e弘福寺and

Ei2an　Temple栄山寺，　it　became　clear　that　the　above　situations　were

an　inevitable　outcome　of　the　conditions　of　microgeomorphology　and
コ　　　　　　　コ

irrlgatlon．

　Then　by　exam圭ning　the　state　of　irrigation　and　allalyzing　its　extension，

I　can　presume　that　for　a　period　of　four　centuries　before　1200　there，

were　scarcely　irrigation　ponds　which　were　sha1王ow　and　square

essential　to　the　irrigation　of　Yamato　Basin　　and　that　the　state　of

irrigat圭on　of　those．days　was　generally　very　bad．
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